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９月22日（日） 壬生町役場 本庁
　　　　　　　　　　　　　（壬生町大字壬生甲3841番地１）

７月１日（月）～８月９日（金）

１次試験日

申込受付期間

※２次試験以降の詳細は採用試験案内をご覧ください

令和７年４月１日に採用予定の壬生町職員採用試験を次のとおり実施します。

令和６年度壬生町職員採用試験案内

●試験区分

壬生町が求める職員像

「壬生町を愛し 情熱をもって チャレンジする職員」
①住民の信頼に応えられる職員
②経営感覚とチャレンジ精神を持って行動できる職員
③チームワークを大切にする職員
④柔軟な発想で時代の変化に対応できる職員

2

試験区分
受　験　資　格

一般事務
（障がい者）

土　木

採用予定
人　　員

若干名

年齢要件 その他

平成６年４月２日から
平成19年４月１日まで

に生まれた方

　学校教育法に基づく大学、短期大学、高等学校等にお
いて土木工学に関する課程を修了した方、または令和７
年３月末日までに修了する見込みの方

次の全ての要件を満たす方
・身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳
　のいずれかの交付を受けている方、または令和７年３
　月末日までに交付を受けることが確実な方
・活字印刷文（文字の大きさは９ポイント程度）による
　出題に対応できる方

　ただし、次のいずれかに該当する方は受験できません。
　　ア　日本国籍を有しない方
　　イ　禁錮以上の刑に処せられ、その執行が終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの方
　　ウ　壬生町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過していない方
　　エ　日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊すること
　　　を主張する政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した方

●採用試験案内の入手方法
　町公式ウェブサイトからダウンロードできます。

●申込方法
　別途採用試験案内をご覧ください。
　また、申込については、所定の申込フォームからお申し込みください。

●問合せ
　総務課庶務人事係
　☎0282（81）1810

一般事務 10名程度
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令和６年度
壬生町職員採用試験案内

まちトピ

第13回ゆうがおマラソン大会

特定健診・後期高齢者健診・
がん検診等の申込

国保だより

令和６年度壬生町共通商品券
発行事業のお知らせ

新下水道使用料での請求が
始まります

各課からのお知らせ

子育て支援センター・児童館
からのおしらせ

図書館からのおしらせ

７月16日～８月15日カレンダー

目　次

表紙写真：とちぎわんぱく公園のなかよし農
園に咲くひまわりです。園には多くの花が咲
き、人々の目を楽しませています。

壬生町公式
ウェブサイト

申込フォーム
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　私は主に、国民健康保険証の発行や、町の健康診断、糖尿病の重症化予防事業と
いった保健事業、医療費が高額となった方への医療費の給付などを担当しています。
　私は、子どもが生まれた際に、約１か月の育児休業（以下「育休」）を取得しました。
　育休の取得は、同僚への負担が気になり躊躇しましたが、上司や同僚から温かい言
葉をかけてもらい安心して取得し、育児に専念でき、復帰する際も自然な形で業務に
戻ることができました。
　壬生町は、男性も育休を取得できる働きやすい環境です。
　来年、皆さんと一緒に働けることを楽しみにしています。

職員からのメッセージ

土　木

一般事務

土　木

一般事務

「子育てと仕事の両立により、充実した毎日を過ごせます！」
一般事務（平成30年度採用）　住民課国保年金係

「住民のインフラを支える縁の下の力持ち」

「土木女子います！」

　私は建設課土木係に所属し、住民の方々が安心安全に利用できる道路整備を担当して
います。工事が完了し、実際にその道路を見た時には大きな達成を感じ、携わることが出
来てよかったなと思います。
　私は工業系の高校を卒業後、壬生町役場に入庁しました。入庁した当時は、不安ばか
りでしたが、上司や先輩方の手厚いサポートがあり、そんな不安も徐々に払拭する事が出
来ました。
　５年目になり感じることは、男女年齢問わず活躍できる環境だということです。打ち合
わせ等では、私のような係員からの意見も受け入れてもらい、仕事に反映する事が出来ま
す。また、計画や進捗状況を上司も一緒に管理し、見守ってもらえるので、とても安心して
仕事に臨めます。
　皆さんと壬生町役場で一緒に働けることを楽しみにしています。

土木（令和２年度採用）　建設課土木係

　私の所属する建設課土木係は道路の整備や維持管理などを行っています。
　私たちは計画、測量、設計、施工と道路が出来るまで、すべての過程に関わります。
　住民のインフラを支えるという大きな使命があり、まさに縁の下の力持ちです。また、住
民から多くの「ありがとう」を頂けるのも建設課の業務の魅力だと思います。
　仕事はそれぞれが担当現場を持っており、ある程度自分のペースで仕事を進められる
ため、スケジュール管理をしっかりと行えば休暇の計画も立てられます。当然、男性職員
の育休も取得できます。
　壬生町職員を目指す皆さんと一緒に現場へ行けることを楽しみにしています。

土木（平成27年度採用）　建設課土木係　

　庁内ネットワーク・システム・情報機器の整備や管理を行うとともに、デジタル活用によ
る住民の方へのサービス向上を目指しています。
　業務改革を基本とし、テレワークを中心とした働き方の改革、手続き・申請のオンライン
化による住民の負担軽減及び行政事務効率化、作業の自動化やペーパーレス化など様々な
取組みを、各部署の職員と協力し業務に反映しています。
　住民の方に前例にとらわれないサービスをお届けし、行政機関としてしっかりと役割を
果たせるよう、日々研究と実証を重ねています。
　組織文化や業務、働き方や職員意識等は、社会情勢に合わせた変革が必要です。
　この変革を起こすためには皆さんの様な新しい風が入っていただくことがとても重要です。
　ぜひ、そよ風なんて遠慮せず、窓をぶち破る勢いで吹き込んできてください。

一般事務（平成27年度採用）　総合政策課情報デジタル係 DX推進担当

「息吹け、新しい時代」

町民の
みなさんへ

お子さんやお孫さん、ご親戚、ご友人等に
ぜひご応募をおすすめください！

職員からのメッセージ



竣工式を開催しました

ステラ獨協前保育園病児保育室を
小菅町長が視察しました
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竣工式を開催しました

年度より病児保育事業（病児対応型）を開始
したことに伴い、４月25日（木）に小菅町長が

施設を視察し、施設から事業説明や病児保育室の見
学、質疑応答等が行われました。
　ステラ獨協前保育園の飯田真由美園長は、「少しで
も働く方のお役に立てればと思っています。」と話し
ました。病児保育事業（病児対応型）を町内施設で
利用できるようになり、利便性が高まりました。

今

佐藤医院様より
月23日（火）に町役場公室にて佐藤医院様より義
援金110万円を日本赤十字社壬生町分区（町社会

福祉協議会）がお預かりしました。贈呈式の中で、佐
藤前院長は「力強く生き続けてほしい」と被災地に向
けたメッセージを送りました。お預かりした義援金は、
日本赤十字社を通して被災地に届けられます。
　町社会福祉協議会では、１月４日（木）から『令和６
年能登半島地震災害義援金』の募金箱を７カ所に設置
し、多くの皆様からご協力をいただいています。義援
金の受付期間は令和６年12月27日（金）までとなります
ので、引き続き皆様のご協力をお願いします。

４

農業集落排水事業
村地域の生活環境の改善や農業用水域の水質保全等を目的に令和元年度より整備を進めてきた、旭町
・星の宮地区の処理施設が完成し、５月９日（木）に、佐藤県議会議員をはじめ多くの来賓と地元、町

関係者が出席し竣工式が執り行われました。
　なお、６月より本地区の接続を受付していますので、不明な点は下水道課までお問合せください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問合せ　下水道課工務係　☎（81）1859

農

※義援金の受付方法につきましては、町社会福祉協議会公式ウェブサイトをご覧ください。

『令和６年能登半島地震災害義援金』
をお預かりしました

竣工式を開催しました竣工式を開催しました

いい  だ    ま　ゆ　み



○C柊あおい
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そう    と　め　み　え　こ

壬生町人権擁護委員が表彰されました
壬 生町人権擁護委員の早乙女美恵子氏に、長年人権擁護委員の職に在り、かつ職務上の功績が

顕著である人権擁護委員として、全国人権擁護委員連合会長感謝状が贈呈されました。

長サキさんが100歳の誕生日を５月３日（金）に迎えら
れ、小菅町長がご自宅を訪問し、長寿をお祝いしまし

た。
　当日は町長の訪問に合わせてご家族と一緒に温かく迎えて
くださり、ご家族も交えての歓談となりました。サキさんは
非常に達筆で、以前書いた作品を見せてくださったり、日頃
通っているデイサービスでのご様子や長年生活されている地
元の思い出を語ってくださったりしました。
　これからも健やかに長生きをしていただきたいと思います。

神長 サキさん 100歳おめでとうございます
じん ちょう　　さ　　き

神

月11日（土）城址公園ホール中ホールにおいて、令和６年度壬生町文化協会通常総会（山縣博司会長）が開催
されました。

　本会は、芸術文化活動を通じて芸術文化団体の連携を深め、会員相互の研修、親睦を図り、教養と文化の高い
地域づくりに寄与することを目的に17の専門部が活動しています。

専門部一覧
書道部　写真部　茶道部　華道部　盆栽部　美術部　フラダンス部　囲碁部　短歌部　歌謡部　音楽部
邦楽部　日舞部　民謡民舞連合部　能楽部　吟剣詩舞部　郷土芸能部　　※部員募集もしています
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　町では、敬老事業として100歳を迎えられた方の長寿を
お祝いしています。 左から　神長サキさん　小菅町長　

　また、永年役員や専門部の代表を務め、本会の発展と文化振興等に寄与された６名に対して総会
の席上で表彰を行いました。受賞者は以下の方です。

○功労賞（10年以上務めた方）（敬称略）
　写真部　　　小野崎　義雄
　写真部　　　篠原　昌史
　フラダンス部　中條　真紀
　日光彫部　　井上　貞行
　歌謡部　　　安生　恒夫
○功績賞（５年以上務めた方）
　郷土芸能部　高橋　良子

  お   の  ざき      よし  お

しのはら       まさ  し

なかじょう      ま   き

いのうえ       さだゆき

あんじょう    つね  お

たかはし       よし こ

壬生町文化協会通常総会を開催壬生町文化協会通常総会を開催壬生町文化協会通常総会を開催

壬生町人権擁護委員が表彰されました壬生町人権擁護委員が表彰されました

やまがたひろ し
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～愛の鈴づくりと交通安全教室～
生町交通安全母の会（亀田ヨシ会長）では、会員の皆さんが、４月から小学校に入学する新１年生
の安全を祈りながらひとつひとつ願いを込めて「愛の鈴」を作りました。

　鈴は、磐裂根裂神社において、交通安全祈願を行ったうえ、町内の各小学校に届けられました。
　また、小学校の交通安全教室に協力するなど、子どもたちの交通安全活動に積極的に取り組んでいます。

壬

壬生町交通安全母の会

月17日（金）、令和６年度壬生町母子保健推進員連絡協議会総会が開催されました。
　その席上において、壬生町母子保健推進員として精力的に活動し、本町の保健衛生事業の発展・

推進に多大なる貢献をし、退任された８名の方に感謝状を贈呈しました。

壬生町母子保健推進員連絡協議会感謝状贈呈
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かめ  だ　よ　し

左から　人見氏　櫻井副町長　伊藤氏

安塚３担当　　　　　　　　　　　　　　　　　  伊藤  美鈴 氏

馬場・原宿・田向・上坪・前宿坪・台坪（藤井）担当　川中子  嘉子 氏

安塚南部担当　　　　　　　　　　　　　　　　  小平  千恵子 氏

西高野・釡ヶ淵・上新町・下馬木担当　　　　　  早乙女  淳子 氏

虹の杜担当　　　　　　　　　　　　　　　　　  中川  なが子 氏 

あけぼの担当　　　　　　　　　　　　　　　　  人見  寿子 氏

安塚中央担当　　　　　　　　　　　　　　　　  福田  幸江 氏

舟町・栄町・仲通・上通・城東担当　　　　　　  松原  リカ 氏

 い とう      み すず

かわ な　ご      よし こ

 こだいら   ち    え   こ

そう と   め    じゅんこ

なかがわ                 こ

ひと み     ひさ  こ

ふくだ      ゆき  え

まつばら

ひと み          さくらい                      い とう

月11日（土）に、町保健福祉センターで地域
づくり勉強会が開催され、28名の方が出席

しました。今回の勉強会ではそれぞれ北地区と南
地区に分かれて、「通いの場」をテーマに普段出
かけている場所や参加している集まりなどをグル
ープで共有しました。その後、もしそれらの通い
の場に行く手段がなくなってしまった場合、どの
ような代替方法があるかをグループで話し合い、
様々な意見が出ていました。

令和６年度 第１回地域づくり勉強会が
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開催されました



壬生町テニス大会が
開催されました

第40回

シニアダブルス　140歳以上シニアダブルス　140歳未満一般男子ダブルス

●一般男子ダブルス
優　勝
準優勝

君島広樹　荻原　学　ペア
高橋利通　高橋宏幸　ペア

●シニアダブルス 140歳未満
優　勝
準優勝

増渕　清　髙嶋英治　ペア
間瀬和行　安達　章　ペア

●シニアダブルス 140歳以上
優　勝
準優勝

名坂秀夫　小林成次　ペア
薄井　實　早乙女貢　ペア
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きみじまひろ  き       おぎわら　  まなぶ

たかはしとしみち       たかはしひろゆき

ますぶち     きよし　  たかしまえい  じ

  ま　せ  かずゆき　    あ  だち     あきら

 な  さかひで  お　     こ ばやし しげつぐ

うす い       みのる　   さ お と め みつぐ

令和６年度体育協会表彰者名簿（令和５年度内実績に基づく） （敬称略）

　壬生町スポーツ協会（山杉睦子会長）は、５月10日（金）に開催した総会において、令和５年度の大会で
活躍した選手の方々を表彰しました。表彰された方々は、以下のとおりです。

スポーツ大会で活躍した選手・

やますぎむつ こ

大　　　会　　　名　　　称氏　　　名

NPBガールズトーナメント2023全日本女子学童軟式野球大会

令和５年度第70回関東高等学校剣道大会（監督）　ほか

令和５年度第70回関東高等学校剣道大会　ほか 

特別全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」

第10回全日本TBG全国大会in大阪　ほか

第37回全日本女子ウエイトリフティング選手権大会　ほか

文部科学大臣旗　未来くん杯　第18回中学生空手道選抜大会

第35回栃木県ゴルフ連盟支部対抗ゴルフ大会　60歳以上の部（代表）

品川　彩乃

富田　健作

山中　楓大

佐藤　洸介

大塚　孝次

山根　緑

大澤　蔵之介

相田　喜久夫

地域スポーツの発展貢献者を表彰
スポーツ大会で活躍した選手・
地域スポーツの発展貢献者を表彰
スポーツ大会で活躍した選手・
地域スポーツの発展貢献者を表彰

しながわ　  あや  の

とみ た        けんさく

やまなか      ふう た

 さ とう      こうすけ

おおつか     こう  じ

やま ね      みどり

おおさわ      くら の すけ

あい だ         き   く   お

　５月12日（日）に壬生町総合運動場テニスコートで第40回壬生
町テニス大会が開催され、本大会の参加者は42名で一般男子ダ
ブルス、シニアダブルス（ペアの合計が140歳以上と未満）の３種
目が行われました。大会結果については、以下のとおりです。

左から　（後列）　相田喜久夫さん、大塚孝次さん、大澤蔵之介さん
　　　　（前列）　山根緑さん、佐藤洸介さん、品川彩乃さん

　総合運動場にて、４月15日（月）、16日（火）にポンプ自動車の部、４月17日（水）、18日（木）に可搬ポ
ンプの部に分かれ、ポンプ操法訓練が行われました。
　訓練は午後７時から９時に行われ、団員の多くは、仕事を終えてからの参加となり疲れている中では
ありましたが、ケガ等に十分注意しながら、消防団員としての基本を学びました。
　新団員、先輩団員が協力して、実際の災害に即した迅速かつ確実な放水技術を習得するため真剣に取
り組みました。

消防団ポンプ操法訓練が行われました消防団ポンプ操法訓練が行われました消防団ポンプ操法訓練が行われました



第13回

（令和６年12月１日現在の年齢でお申込みください）

壬生町ゆうがおマラソン大会

種目・参加資格・参加料金

壬生町ゆうがおマラソン大会実行委員会

壬生町・壬生町教育委員会

獨協医科大学
NHK宇都宮放送局・（株）下野新聞社・（株）とちぎテレビ
（株）栃木放送・（株）エフエム栃木

12月１日（日）　 ※雨天決行 

開会式／午前８時30分～（壬生町総合公園陸上競技場）
表彰式／各種目終了後随時行います
※大会実施の有無については、当日の午前６時に、「壬生町
公式ウェブサイト」に掲載します
　当日受付はありませんので、開会式までにお越しください。
※閉会式後に、高橋尚子さんのご厚意でチャリティーオークショ
ンがあります

壬生町総合公園陸上競技場および周辺道路
コース計測業者　（株）ロックスパーク

～高橋尚子さんと壬生路を走ろう～

【参加資格】健康に自信のある方  
   　　　　 　  10kｍの部は70分以内に完走出来る方

【参加料金】一　　　般………………………3,500円
 　　　　　　　高　校　生………………………2,500円
 　　　　　　　小・中学生………………………1,500円
 　　　　　　　親子ペア（１組）・ペア（１組） …2,500円
 　　　　　　　幼　　　児……………………… 無　料

種目 クラス 区　　　　分 集合時間スタート
予定時間

男子 高校生以上～29歳以下
男子 30歳以上～49歳以下
男子 50歳以上
女子 高校生以上～39歳以下
女子 40歳以上
男子 中学生
男子 高校生以上～29歳以下
男子 30歳以上～49歳以下
男子 50歳以上
女子 高校生以上～39歳以下
女子 40歳以上
男子 小学校（4～6年）
女子 小学校（4～6年）
女子 中学生
親子ペア 小学校（1～3年） 
ペア
幼児 トラック1周

10km

5km

3km

2km

400m

A1
A2
A3
A4
A5
B1
B2
B3
B4
B5
B6
C1
C2
C3
D1
E1
F1

70
分
以
内
に

完
走
出
来
る
方

（定員2, 000名）

午前
９時30分

午前
９時15分

午前
10時45分

午前
10時30分

午前
11時25分

午前
11時10分

午前11時50分
午前12時10分
午前12時30分

午前11時35分
午前11時55分
午前12時15分

共　　催

主　　催

後　　援

開 催 日

スケジュール

会場および
　コース
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　おもちゃのまち駅西口から大会会場まで無料シャトルバス
（約５分）を運行します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（
　
　
　
）

各コース紹介

2km、3kmコース2km、3kmコース2km、3kmコース

5km、10kmコース5km、10kmコース

△2Kmの部
▲3Kmの部

シドニー五輪女子マラソン
金メダリスト

高橋 尚子さん

ゲストランナー

四所神社

みぶハイウェーパーク
道の駅みぶ

北関東
自動車

道

壬生町総合公園
陸上競技場

壬生消防署壬生消防署●

スポーツ振興くじ助成事業

みぶ
ハイウェーパーク
道の駅みぶ

北関東
自動車

道
●壬生消防署●壬生消防署

▲５kmの部
10kmの部は
５kmを２周

壬生町総合公園
陸上競技場



　エントリーをする際には、事前に「ランネット」の会員登録が必要となります。事前に会員登録をお済ませください。
　また、ログインに必要なIDとパスワードについても、事前にご確認の上、お手元にご用意ください。
　エントリーをご希望のお客様はお早めにエントリーをお願いします。
※本年度から、地元優先エントリーはありませんので、申込上限に達する前にお早めにお申し込みをお願いします。
※昨年度大会の一部コースにおいて、距離に誤りがありました。ランナーの皆様、関係団体の皆さんに深くお詫び申し上げます。今年度大会
においては、コース計測を業者委託することにより、正確な距離の測定を行っていきます

申込み先 申込期間 参加費用のお支払い方法

令和６年７月16日（火）
　～令和６年９月27日（金）

　クレジットカードか以下のコンビ
ニで支払いとなります。詳しくは返
信メールで確認ください。
●対応コンビニ
　セブンイレブン・ローソン
　ファミリーマート　等々

表　　　彰
参 加 賞
完 走 証

参　　　加
注意事項

連絡事項

申込方法

問合せ先

壬生町ゆうがおマラソン大会実行委員会事務局
町スポーツ振興課（町総合運動場体育館内）
　☎0282（82）2345　　FAX0282（82）2706
　(平日／午前８時30分～午後５時15分)
　メール  sports@town.mibu.tochigi.jp

※操作方法、修正など
RUNNETヘルプ（https://runnet.jp/help/）
をご確認ください。
解決しない場合は、RUNNETの問合せフォーム
より問合せください。

大会に関する問合せ先 RUNNET（ランネット）に関する問合せ

■大会規約
●注意事項●
・競技者は、あらかじめ医師の健康診断を受けるなど、各自の責任において健康管理に十分注意すること。また、大会当日は、体調に十分注意し、万一
体調不調の場合は出場をとりやめてください。
・競技中に異常が感じられたときは、速やかに大会役員に連絡し競技を中止してください。また、大会役員及び医師が競技続行不能と判断したときは、
競技を中止させることがあるので、その指示に従ってください。
・傷害保険は、主催者側で一括加入（心疾患等は除外）しますが、応急処置以外一切責任は負わないので、健康に十分注意してください。
・申込受付後、参加料は返還いたしません。
・貴重品の管理については、各自の責任において行ってください。
・競技者は、申込をした種目の距離及び走路を走行してください。（クラス及び区分の変更はできません。）
・本競技計測は、事前にお渡ししますシューズ装着タイプの計測器（計測タグ）で行います。また、計測タグはレンタルとなりますので、走り終えたら
返却ください。競技を棄権する場合も、受付で回収いたしますので、返却ください。
・ナンバーカードは、分かりやすいように確実に胸部につけてください。
・年齢・性別等の虚偽申告、申込者本人以外の出場（代理出走）は認めません。それらが発覚した場合、出場・表彰の取り消し、次回以降の資格はく奪
等、主催者の決定に従っていただきます。また、主催者が虚偽申告・代理出走者に対する救護・返金等一切の責任を負いません。
●個人情報の取り扱いについて●
・大会出場中の映像・写真・記事・記録などの、テレビ・新聞・雑誌・インターネットなどへの掲載権は主催者に属します。
・主催者は個人情報の保護法令を厳守し、参加者の個人情報を取り扱います。

荷物預り所 会場内には荷物預り所（無料）を設置します。（貴重品は除く）

更　衣　室 会場内に仮設で設置します。

【表　彰】各種目１位～８位までに入賞された方には賞状および楯を授与します。（幼児の部は除く）
　　　　　 表彰式は各種目終了後、随時行います。
【参加賞】記念品を事前送付します。　
【完走証】完走証の発行はありません。後日ウェブサイトよりダウンロードしてください。

①親子ペアの部は、親（祖父母可）１人に対して、子供１人の参加となります。
②親子ペアの部のエントリーは保護者名義で申込みください。
③親子ペアの部、ペアの部は手をつないで２人でフィニッシュしてください。
④スタート時間については、変更する事があります。
⑤幼児の部は、申込み不要です。時間までに集合してください。

①選手受付はありません。事前に郵送にて、ナンバーカード・記録計測用チップ等をお送り
します。当日ご持参ください。
②大会成績については、壬生町公式ウェブサイトに掲載します。
③ウォーミングアップは、陸上競技場内および公園内道路で安全に留意して行ってください。
④計測タグの返却が確認出来なかった場合は実費を申し受ける場合があります。

インターネット申込みのみとなります。

第13回壬生町ゆうがおマラソン大会第13回壬生町ゆうがおマラソン大会
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ＲＵＮＮＥＴ
(ランネット)
（https://runnet.jp/） RUNNET申込み



　まだ申し込んでいない方はぜひお申込みください。申込みが随時受付のため健診日程後半に混み合うことが予想
されます。なお、申込状況等により、健診会場や日程等が変更・中止となる場合がありますのでご了承ください。

特定健診・後期高齢者健診・がん検診等の
お申込みはお済みでしょうか？

●託児の日を設けています
　子育て中のママが健診を受けている間、お子さんをお預かりします。お預かりするお子さんは０歳～未就学児までです。託児の日
は11月13日（水）となります。必ず事前に電話で予約をしてください。託児中に必要な物（オムツや水分等）は各自持参してくださ
い。持参する物には必ず名前を書いてください。　※託児を希望しない方も健診を受診できます

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

特定健診・後期高齢者健診・がん検診等の
お申込みはお済みでしょうか？

特定健診・後期高齢者健診・がん検診等の
お申込みはお済みでしょうか？

特定健診・後期高齢者健診・がん検診等の
お申込みはお済みでしょうか？
　下記をよく読み、健康福祉課健康増進係に電話、FAX、または、窓口でお申込みください。
　なお、インターネットでの申込みも可能です。（右記二次元コードをスキャンするか、町公式
ウェブサイトから申込みください）インターネットでの申込みは健診の２週間前までとなっています。

【健診内容・対象者・負担金一覧】
健診項目 対象者及び内容 個人負担金

無料

1,200円

400円
700円
500円

400円

無料

特定健診
（壬生町国民健康保険加
入者、社会保険被扶養者、
生活保護受給中の方）

後期高齢者健診

子宮頸がん検診

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検査

骨密度測定

乳がん検診

胃がん検診
（９月12日夜間の日は受診不可）

胃がんハイリスク検診

肺がん検診
肺がん+喀痰検診
大腸がん検診

問診、腹囲、身体測定、血圧、尿検査（糖・蛋白）、血液検査（コレス
テロール・肝機能・血糖・貧血・血清クレアチニン）、心電図、眼底
※個別の眼底検査は医師が必要と認めた方のみ

個別・集団

内容は特定健診から腹囲を除いたもの

40歳以上の男女………胃部X線直接撮影

40歳以上の男女………胸部X線直接撮影
40歳以上の男女………胸部X線直接撮影・喀痰検査（痰の出る方）
40歳以上の男女………検便２日法

20歳以上の女性で年度末に偶数年齢の方
子宮頸部細胞の検査　
※ただし、奇数年齢の方でも右記費用にて受診可能

年度末に40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70歳の男女
ヘリコバクターピロリ抗体検査・ペプシノゲン検査（血液検査）
※ただし、年齢対象外の方でも右記費用にて受診可能

30歳以上の女性で年度末に偶数年齢の方……超音波検査
※ただし、奇数年齢の方でも右記費用にて受診可能

50歳以上の男性………血中ＰＳＡ値血液検査
40歳以上の男女で過去に検査を受けたことがない方
Ｂ型・Ｃ型ウイルス血液検査　＊５歳刻み年齢の方は無料
※５歳刻み年齢40歳、45歳、50歳、55歳…………105歳

40歳以上の女性で年度末に偶数年齢の方……マンモグラフィー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （X線）・超音波検査
※ただし、奇数年齢の方でも右記費用にて受診可能

年度末に40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70歳の女性の方
X線骨密度測定（DXA法）
※ただし、年齢対象外の女性の方（80歳未満）でも右記費用にて受診可能

Ｂ型ウイルスのみ　※５歳刻み年齢の方は無料

満75歳以上の男女（75歳の誕生日以降）及び障がい
認定により後期高齢者医療に加入中の方個別・集団

600円
※奇数年齢の方

300円

200円
100円

2,200円

200円
※年齢対象外の方

550円

1,500円
※奇数年齢の方
5,280円

かくたん

600円
※年齢対象外の方

2,200円

個別　1,900円
集団　1,300円

※奇数年齢の方（集団）
4,400円

Ｃ型ウイルスのみ　※５歳刻み年齢の方は無料

40～74歳までの男女
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◎申込・問合せ　健康福祉課健康増進係　☎（81）1885　FAX（81）1121

健康診査受付
システム

申込方法

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

※上の表の年齢は令和７年３月31日（令和６年度末）時点の年齢となりますが、後期高齢者健診のみ健診当日の年齢（満年齢）となります
※特定健診は壬生町国民健康保険に加入している方と、社会保険等（協会けんぽ等）の扶養の方で、受診券をお持ちの方が受診可能です
※壬生町国民健康保険加入者の特定健診と後期高齢者医療加入者の後期高齢者健診は、集団健診もしくは町内の医療機関での個別健
診のどちらかを選択することができます（個別健診の実施医療機関は次頁をご覧ください）
※子宮頸がん検診について、令和６年度末偶数年齢の方は、町内の木村婦人科医院・クララクリニックでも受診することができま
す。受診可能期間は５月１日から令和７年１月31日です
※町民税非課税世帯の方および生活保護受給世帯の方は無料になりますので、必ず健診申込み時に伝えてください（ただし、胃がん
ハイリスク検診、子宮頸がん検診、乳がん検診、骨密度測定は対象年齢の方のみ、無料対象です）



月　日 曜日 会　　場
６月１日現在の予約
状況（〇空きあり、
　　　△残りわずか）女性が受診できる日

特定・後期高齢者・胃・胃ハイ・肺・
大腸・子宮頸・乳・前立腺・肝炎・骨密度

南犬飼地区公民館分館
南犬飼地区公民館分館
城址公園ホール（中央公民館）
南犬飼地区公民館分館
稲葉地区公民館
保健福祉センター
城址公園ホール（中央公民館）
保健福祉センター
南犬飼地区公民館分館
城址公園ホール（中央公民館）
南犬飼地区公民館分館
羽生田集落農業センター
南犬飼地区公民館分館
城址公園ホール（中央公民館）
保健福祉センター
南犬飼地区公民館分館
保健福祉センター
保健福祉センター
南犬飼地区公民館分館
南犬飼地区公民館分館
稲葉地区公民館

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○（託児あり）
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○※夜間
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

月
月
水
月
土
日
水
木
月・祝
土
月
火
月
木
水
月
水
木
月
月
金

7月
7月
8月
8月
8月
9月
9月
9月
9月
9月
10月
10月
10月
11月
11月
11月
11月
12月
12月
12月
12月

男性が受診できる日
22日
29日
7日
19日
24日
8日
11日
12日
16日
21日
7日
15日
21日
7日
13日
18日
27日
12日
16日
23日
27日

荒川内科クリニック
石田消化器科・内科クリニック
大久保クリニック
大橋内科クリニック
小倉医院
おもちゃのまち内科クリニック
グリーンクリニック
小林内科クリニック
佐藤医院
島田医院
陣内医院
高橋とおるクリニック
にしやま内科クリニック
はしもとクリニック
福井セントラルクリニック
松本内科医院

安塚1184－10
壬生丁259－7
落合3－4－7
福和田1003－1
通町10－5
幸町2－11－2
緑町3－9－15
安塚793－1
安塚1944－1
安塚2008－1
本丸1－7－10
寿町5－3
安塚765－15
駅東町5－6
おもちゃのまち2－4－8
中央町6－37

（86）0501
（82）7877
（81）0880
（82）8522
（82）0057
（86）1517
（86）3966
（86）8039
（86）0123
（86）0011
（82）0242
（25）5881
（86）6000
（21）7300
（86）6624
（82）2002

電話番号所在地医療機関名
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令和６年度　集団健診日程表

※男女とも受診できる日、女性のみ受診できる日（女性の日）があります
　令和６年度は医療法人宇都宮健康クリニックが集団健診を実施します。

◎特定健診と後期高齢者健診の個別健診に関する問合せ　住民課国保年金係　☎（81）1832

※健診を申し込まれた方には、健診の約２週間前までに、健診のお知らせ通知を郵送します。なお、健診当日の受付時間は、午前７
時30分～10時30分のうち、こちらで指定した時間にお越しください。（羽生田集落農業センターと稲葉地区公民館は、午前８時30
分～10時30分、９月12日（木）夜間の日は午後５時～７時での案内となります）受付時間は、健診のお知らせ通知に同封の「集団健
診のお知らせ」に記載されているので、確認してください
※南犬飼地区公民館分館・稲葉地区公民館・羽生田集落農業センターでの受診を希望し、車で来所する方は、駐車場の都合
上、なるべく乗り合わせでお越しください

～個別健診実施医療機関～
対象：壬生町国民健康保険加入者の特定健診と後期高齢者医療に加入している方の後期高齢者健診
○実施期間・・・６月１日～令和７年２月28日

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



　国民健康保険被保険者証は、毎年８月１日に更新されます。現在お持ちの被保険者証は、７月31日で期限切れとな
りますので、ご注意ください。
　新しい被保険者証は、７月中旬から順次発送の予定となっています。今回お送りする被保険者証は藤色です。７月
29日になっても届かない場合には、住民課国保年金係へお問合せください。
　なお、古い被保険者証は自身で処分するか、役場住民課または稲葉出張所、南犬飼出張所へ返却ください。

　70歳の誕生日を迎えた翌月（１日生まれの方は
誕生月）１日から75歳の誕生日を迎えるまでは
「国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証」が交
付されます。70歳未満までの被保険者証と違い、
自己負担割合が記載されるようになります。

　高額療養費制度では、請求された医療費の全額を窓口で支払い、後か
ら自己負担限度額を超えた分が高額療養費として支給されます(償還払
い)が、この場合、一時的に多額の費用を用意する必要があります。
　『限度額適用認定証』を病院に提示することにより、窓口での医療費の支
払いは自己負担限度額までおさえられます。世帯主および世帯の国保加入
者全員が住民税非課税の場合は、『限度額適用認定証』に代わり『限度額
適用・標準負担額減額認定証』が発行となり、入院時の食事代についても
減額されます。

○限度額適用認定証等の申請・利用に関する注意点
・認定証の発行には、世帯主及び世帯の国保加入者全員の所得の申告
がされていることが必要です。また、70歳未満の方が限度額適用認定証
等を申請するときは、国民健康保険税が完納されていないと交付でき
ません。
・認定期間は申請した月の初日から令和７年７月31日までです。
・同一医療機関での外来診療及び入院時の保険適用の医療費が対象と
なります。食事療養費や室料差額等、保険適用外の費用については、対
象となりません。
・自己負担限度額は、「医療機関ごと、１か月ごと」に計算されます。
・自己負担限度額は、世帯の所得によって異なります。
・毎年８月が『限度額適用認定証』等の年次更新となります。現在『限度
額適用認定証』等をお持ちの方には、更新手続きの案内を送付します。
・マイナ保険証（保険証の利用登録済のマイナンバーカード）を提示す
ることで紙の認定証の提示が原則不要となります（下記の通り注意事
項があります）
①70歳未満の方は国民健康保険税が完納されていることが条件
②世帯主及び世帯の国保加入者全員の所得の申告がされていないと、
自己負担限度額が上がってしまう可能性があります
③長期入院の方は申請が必要となります

○８月以降に70歳の誕生日を迎えられる方へ
　70歳の誕生日を迎える方は、誕生月の下旬に自
己負担割合が記載された「被保険者証兼高齢受給
者証」が郵送されます。翌月１日から、すでにお
持ちの「国民健康保険被保険者証」と差し替えて
ご使用ください。その際、これまでの被保険者証
は役場住民課または稲葉出張所、南犬飼出張所へ
ご返却ください。

◎問合せ　住民課国保年金係   ☎（81）1832

『国民健康保険被保険者証』が更新されます

70歳以上の国民健康保険
加入者の皆さんへ

『国民健康保険限度額適用認定証』および『国民健康
保険限度額適用・標準負担額減額認定証』について

○国民健康保険被保険者証の注意点
・以下の場合は14日以内に手続が必要となります。
　①記載事項等に変更が生じたとき
　②社会保険等に加入したとき（国民健康保険喪失の手続きが必要となります。また、手続き前でも加入日以降は、
　国民健康保険被保険者証は使わないでください。なお、社会保険等に加入した日は保険証を受け取った日ではな
　く、資格を取得した日になります。資格取得日は保険証に記載されています。）
・被保険者証の有効期限は令和７年７月31日ですが、以下の方は有効期限が異なります。
　①75歳の誕生日を迎えて、後期高齢者医療に加入する方
　②外国人で、次の更新前に在留期間の満了日を迎える方
・本年12月２日から現行の保険証は発行されなくなります。
　①現行（紙）の保険証については、有効期限が 本年12月２日以降に切れる場合は、その有効期限まで使えます。　
　　しかし、転職 ・転居等により保険証の記載内容が変わった場合は使えなくなります。
　②本年12月２日以降、マイナ保険証を保有していない方には、お手元にある保険証が使えなくなる前に、「資格確
　認書」を交付しますので、引き続き医療を受けることができます。（マイナ保険証を紛失等した場合は、役場に申
　請いただくことで「資格確認書」が交付されます。） 
・今回は、新しい保険証の送付とともに、被保険者の方に安心してマイナンバーカードを保険証として利用していただ
けるよう、個人番号の下４桁をお知らせしていますのでご自分のマイナンバー下４桁と一致するか、ご確認ください。保
険証として利用登録がされたマイナンバーカード（マイナ保険証）をお持ちであれば、ぜひ、ご利用ください。

○限度額適用認定証の申請について
申請場所 役場住民課・稲葉出張所・南犬飼出張所

❶国民健康保険被保険者証（保険証）
❷窓口にお越しになる方の運転免許証等、
　身元確認のできるもの

申請に
必要なもの

負担割合 判　　定　　基　　準

３　割

２　割 上記以外の方

○自己負担割合の判定基準
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　住民税課税所得が145万円以上の
方とその同一世帯の方
※ただし、同一世帯内で70歳以上の
国保加入者の収入合計額によっては、
自己負担割合が２割になります。
・70歳以上の国保加入者が１人の
世帯の場合
　⇒収入合計が383万円未満
・70歳以上の国保加入者が２人以上
の世帯の場合
　⇒収入合計が520万円未満



　所得区分が現役並み所得者ⅠまたはⅡ（＊）に該当する方は、『限度額適用認定証』を医療機関等に提示することで、医
療費の支払いが一定額に抑えられます。また、世帯全員が住民税非課税の場合は、『限度額適用・標準負担額減額認定
証』を医療機関等に提示することで、医療費の支払いが一定額に抑えられ入院時の食事代も減額されます。該当する方
は、役場住民課国保年金係、稲葉・南犬飼両出張所窓口にて申請してください。
　過去に『限度額適用認定証』の交付を受けたことがあり、令和６年度の所得区分が現役並み所得者ⅠまたはⅡに該当
する方、また、『限度額適用・標準負担額減額認定証』の交付を受けたことがあり、令和６年度の所得区分が低所得区
分に該当する方については、７月に送付する保険証に認定証を同封します。

※マイナ保険証（保険証の利用登録済のマイナンバーカード）を提示することで紙の認定証の提示が原則不要となります
（世帯全員の所得の申告がされていないと、自己負担限度額が上がってしまう可能性があります）（長期入院の方は申請が
必要となります）

　現在使用している後期高齢者医療被保険者証（保険証）の有効期限は、本年７月31日までです。
　８月から使用する保険証は、縦長大判の封筒（茶色）に入れて７月下旬に郵送します。
　８月１日以降は、今回送付する新しい保険証を医療機関等の窓口に提示してください。
　現在お使いの保険証の有効期限は７月３１日までとなりますので、８月１日以降、自身で破棄するか、役場住民課国
保年金係、稲葉・南犬飼両出張所のいずれかに返却してください。
※後期高齢者医療被保険者証の注意点 
　・本年12月２日から現行の保険証は発行されなくなります。
　　① 現行（紙）の保険証については、有効期限が 本年12 月２日以降に切れる場合は、その有効期限まで使えます。
　　しかし、転職 ・転居等で保険証の記載内容が変わった場合は使えなくなります。
　　② 本年12月２日以降、マイナ保険証を保有していない方には、手元にある保険証が使えなくなる前に、「資格確
　認書」が交付されますので、引き続き医療を受けることができます。（マイナ保険証を紛失等した場合は、保険者に
　申請することで「資格確認書」が交付されます。） 
　・今回は、新しい保険証の送付とともに、被保険者の方に安心してマイナンバーカードを保険証として利用してもらえ
　るよう、個人番号の下４桁をお知らせしていますので自身のマイナンバー下４桁と一致するか、確認してください。　
　　保険証として利用登録がされたマイナンバーカード（マイナ保険証）をお持ちであれば、ぜひ、ご利用ください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

◎問合せ 住民課国保年金係　☎（81）1832

＊現役並み所得者Ⅰとは、住民税課税所得が145万円以上380万円未満の被保険者（同一世帯の被保険者も含む）
　現役並み所得者Ⅱとは、住民税課税所得が380万円以上690万円未満の被保険者（同一世帯の被保険者も含む）

後期高齢者医療被保険者証が更新されます

限度額適用認定証等について

年金受給者の各種届出・通知について

年金受給者のご家族の皆さんへ

○受取金融機関を変更する場合　　　『年金受給権者受取機関変更届』
　届出書の「金融機関の証明」欄に証明を受けてください。通帳のコピーを添付する場合または公金受取口座と
して登録済の口座を指定する場合は、証明を省略できます。
○年金証書を汚損・紛失した場合　　『年金証書再交付申請書』
※上記の届出を希望する方は、ねんきんダイヤルに問合せてください

　年金を受けている方が亡くなると、年金の受給権は亡くなられた月までとなります。
○生計を同じくする遺族がいる場合　　　『未支給年金請求書』を提出してください。
　亡くなられた月までの未支給年金を受け取ることができます。
※一定の条件に当てはまる遺族がいる場合、遺族年金等を受け取ることができます。詳しくは、栃木年金事務所に
問合せてください
○生計を同じくする遺族がいないまたは年金支給が停止中の場合　　　『年金受給権者死亡届』を提出してください。
※日本年金機構に個人番号（マイナンバー）が収録されている方は、原則として省略できます

届出が遅れると年金を多く受け取りすぎることとなり、後で返金してもらう場合があります。
遺族の方はすみやかに届出を行ってください。

年金受給者の各種届出・通知について

年金受給者のご家族の皆さんへ

定期的な通知

各 種 届 出

○年金振込通知書（金融機関等の口座振込で年金を受け取られている方）：毎年６月に送付
　６月から翌年４月までの各期支払額をお知らせするものです。年金支払額や受取金融機関に変更があった場合
にはその都度送付されます。
○年金額改定通知書：年金額の改定があったときに送付
○源　泉　徴　収　票：毎年１月中旬頃に送付（老齢または退職を支給事由とする年金受給者の方のみ）
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◎問合せ ・ねんきんダイヤル
　☎0570（05）1165

・栃木年金事務所お客様相談室
　☎（22）4131　音声案内後①→②

・町住民課国保年金係
　☎（81）1827



　マイナンバーカードでできることはたくさんあり、今後も活用方法は増え
ていく予定です。
※電子証明書の発行をしていない場合は、利用できないサービスもあります

※月曜日の午後５時15分～午後７時および休日は本庁のみでの受付となります
※日曜日はマイナンバーカード以外の業務は対応していません

受付日 受付時間

月曜日

火曜日～金曜日

午前８時30分～午後７時

午前８時30分～午後５時15分
平 日

休 日 ７月28日（日） 午前９時～11時30分

※土曜日、日曜日、国民の祝日・休日、年末年始（12月29日から１月３日）は除きます

◎問合せ　住民課　☎（81）1824
受付時間　平日午前８時30分～午後５時15分

７月マイナンバーカード交付・申請日程

　顔写真付きの本人確認書類として、様々な場面で利用できます。
本人確認書類として利用

　転出の手続き、パスポートの更新などをオンラインで申請できます。
※パスポート更新のオンライン申請は、条件を満たしている方のみ可能です。詳細は住民課まで
お問合せください

マイナポータルでの各種オンライン申請

　マイナンバーカードを健康保険証として使うことができます。
健康保険証として利用

　全国のコンビニエンスストアなどに設置されているマルチコピー機（キオスク端末）で、以下
の証明書が取得可能です。（午前６時30分～午後11時）

各種証明書のコンビニ交付

本人・同一世帯員分が取得できます。
※転出者、死亡者、住民票コード記載の住民票の写しは取得
できません

本人分のみ取得できます。
※壬生町で印鑑登録をしている方が対象です

本人分（申告等により税情報がある方）のみ取得できます。
※最新年度のみの発行となります
※児童手当用の所得証明書は取得できません

住民票の写し

印鑑登録証明書

所得証明書
住民税決定証明書

証明書の種類 手数料 備　　　考

１通200円

１通200円

１通200円

マイナンバーカードでできること
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令和６年度壬生町共通商品券
壬生町商工会からのお知らせ

令和６年度壬生町共通商品券令和６年度壬生町共通商品券
発行事業のお知らせ

令和６年度壬生町共通商品券

　地元消費の拡大と町内商工業の活性化を図ることを目的に10％のプレミアム付き壬生町共通商品券を発行
します。
　詳細については、今後、町商工会ウェブサイト・広報みぶ・新聞折込チラシ等にてお知らせします。現在
の予定は次のとおりです。

※城址公園ホールでの壬生町共通商品券の販売はありません

◇販 売 方 法　ウェブ・ハガキ・店舗受付による事前予約販売
　　　　　　　※申込金額が販売金額を超えた場合には抽選により決定
◇発 行 総 額　１億１，０００万円（プレミアム分含む）
◇プレミアム率　10％
◇販 売 総 数　10,000冊（1,000円券11枚綴り１冊を１万円で販売）
　　　　　　　※全店共通商品券７枚、大型店を除く一般店商品券４枚の合計11枚を１セットとして販売
◇購入限度額　一人10冊以内（10万円以内）
◇使用可能期間　９月１日（日）～令和７年２月28日（金）
◇申 込 方 法

　７月上旬に新聞折り込み・商工会に設置してあるチラシ付属の申込書を利用するか、郵便ハガキに必要事項
（住所、氏名、生年月日、電話番号、購入希望冊数〈一人10冊以内〉）を記入のうえ、申し込みください。
　ハガキ１枚につき、一名の申し込みとなります。

　町商工会ウェブサイト内の申込専用サイトから申し込みください。

　右記二次元コードを利用して専用サイトから申し込みください。

　一部の商品券取扱店舗でも申込受付ができます。
　詳細については、新聞折込チラシまたは町商工会ウェブサイト内の「受付店舗一覧」を確認の上、申し
込み手続を行ってください。
（今年度も店舗受付分は、抽選時の当選確率が高くなります）

◇申 込 期 間　７月３日（水）～31日（水）
◇購 入 方 法　応募者多数の場合、抽選を行います。抽選結果については当選者のみにハガキ（購入引換券）に
　　　　　　てお知らせします（８月中旬頃発送予定）。
　　　　　　　当選者は購入引換券と現金をお持ちのうえ、商品券を購入してください。
　　　　　　　※注意事項　先着順ではありません。申し込み多数の場合は抽選を行います
　　　　　　　　　　　　　一人で複数応募はできません
　　　　　　　　　　　　　抽選の当落はお答えできません
◇引換販売場所　町商工会館（壬生町大師町3－13）
◇引 換 期 間　９月１日（日）～７日（土）【７日間】
　　　　　　　午前９時30分～正午、午後１時～４時
　　　　　　　※注意事項　期間内に引き換えされない場合、権利無効となります
　　　　　　　　　　　　　購入引換券の再発行は行いません

ハガキで申し込む場合

パソコンで申し込む場合

店舗で申し込む場合

スマートフォンで申し込む場合

ハガキ送付先　　〒321-0228　壬生町大師町3-13
　　　　　　　　　　　　　　「壬生町商工会商品券申込係」行

◎問合せ　町商工会（大師町3－13）　☎（82）0475
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■募集要項の請求方法
　〇インターネット
　　石橋地区消防組合ウェブサイトから
　ダウンロードしてください。
　http://www.119-ifd.or.jp/
■試験申込方法
　インターネット申し込み
　石橋地区消防組合ホームページにリンク先を掲載する
「石橋地区消防組合職員採用管理システム」からお申込
みください。
■採用予定職種
　消防職（地方公務員）
　※管轄区域（下野市・壬生町・上三川町）
■採用予定人員
　３名程度
■受験資格
　平成12年４月２日～平成19年４月１日までに生まれ
た方で日本国籍を有し、地方公務員法第16条に規定す
る欠格条項に該当しない方
■申し込み期間　
　７月１日（月）午前８時30分～7月31日（水）午後５時15分

■試験日程
　（１次）９月22日（日）　石橋地区消防組合消防本部　
　　　　　　　　　　　　３階大会議室
　・基礎能力　【SCOA】（60分）　
　　　公務員として必要な知的能力・学力を測定する択
　　一式によるマークシート試験

　（２次）※第１次試験合格者に第２次試験の日程案内
　　　　　を通知します。
　・適性検査・体力試験・面接試験・論文試験

■問合せ
　下野市下石橋246－1
　石橋地区消防組合消防本部総務課
　☎0285（53）0509

石橋地区消防組合職員（地方公務員）
採 用 試 験 の ご 案 内 令和７年

４月採用
について

お し ら せ

　令和７年４月１日に採用を予定する消防職員採用試験を実施します。
　受験を希望する方は募集要項から受験資格や申込方法などを確認ください。
　なお、試験案内は消防組合ウェブサイトでも確認することができます。

　火災や災害から住民の生命、身体、財産を守るた
め、日夜、消防業務を担っています。
　「安全で安心して暮らせるまちづくり」に職員が
一丸となって取り組んでいます。あなたの力を、石
橋地区消防組合の未来に生かしてみませんか。

初任者研修受講生募集介護職員
講習期間：2024年９月３日～11月15日の毎週火曜日・金曜日　合計18回
受 講 料：25,500円（テキスト代込）　更に１万円お得………SNSご覧ください
募集人数：４名
場　　所：下記研修センター（駐車可）

旧ホームヘルパー２級の資格です。取得後は壬生町での福祉関連勤務先をご紹介いたします
（有）さくら福祉サービスみぶ営業所研修センター　壬生町緑町1－19－５　☎0282（28）7603

　下野市・上三川町・壬生町３つの市町でかんぴょ
うにまつわるイベントが開催されます。各会場にあ
るスタンプを集めた方に、抽選で１市２町に関係す
る豪華景品をプレゼント！スタンプを多く集めると、
より豪華な景品に応募することができます。

スタンプラリーに行こうスタンプラリーに行こうスタンプラリーに行こう

◎問合せ　かんぴょうの街めぐりスタンプラリー事務局
　　　　　（株式会社とちぎテレビ営業本部営業部内）
　　　　　☎028（623）0032（月～金　午前９時～午後５時）

７月20日（土）
８月24日（土）
８月25日（日）

下野市・かんぴょうまつり
壬生町・壬生ふるさとまつり
上三川町・かみのかわサンフラワー祭り

開催時期 開催地・イベント名

　対象イベントで応募用紙にスタンプを集め、必要
事項を記入のうえ郵送で応募

応募方法

イベントスケジュール

かんぴょうの街めぐり
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どのくらい値上げになるのか

なぜ、値上げが必要になるのか

　これまで広報みぶや町公式ウェブサイト等でお知らせしてきましたが、令和６年５月より下水道使用料
が改定となりました。これに伴い、今月下旬に請求となります令和６年５・６月分の下水道使用料から、
新使用料での請求が始まります。
　なお、今回改定となったのは、公共下水道の使用料のみですので、上水道及び農業集落排水の使用料は
これまでと変わりません。

　令和６年７月請求分の下水道使用料（令和６年５・６月使用分）から、平均して16.9％の値上げ
となります。改定内容の詳細は下記の改定後料金表をご確認ください。

　町の平均的一般世帯における２カ月の使用水量である34㎥の場合、使用料（消費税込）は下記の
とおりです。

　本町の下水道事業は、人口減少や節水指向の高まりの影響から使用量が減少し、使用料収入も減少している
状況にあります。さらに施設の老朽化や近年の社会情勢の影響による物価上昇等により汚水処理経費が増大
し、令和元年度以降、汚水処理経費を使用料収入で賄いきれず、一般会計からの繰入金で補っている状況です。
　下水道事業の汚水処理経費は、独立採算の原則に基づき、使用料収入で賄うことが求められていますが、この
状況は今後も続くと見込まれており、下水道使用料の改定を行うことになりました。
　下水道事業をこの先も安定して運営していくために必要な改定となりますので、皆さんのご理解とご協力をお
願いします。

　下水道使用料改定の詳細については、町公式ウェブサイトに掲載しています。
右記二次元コードからご確認ください。

令和６年７月請求分より

◎問合せ　下水道課業務係　☎（81）1858

基本料金 2,772円 3,234円

一般汚水
（２ヶ月当り）

現行料金 改定料金用途区分
20
80
200
400

汚水量（㎥）
改定後料金表（消費税込）

  0 ～　
 21 ～　
 81 ～　
201 ～　
401以上 

138円60銭
149円60銭
161円70銭
172円70銭

160円60銭
173円80銭
189円20銭
206円80銭

超過料金
（１㎥につき）

改定後 増加額改定前
  4,712円
2,356円
28,272円

  5,482円
2,741円
32,892円

  770円
385円
4,620円

２ヶ月当り使用料
１ヶ月当り使用料
１年間使用料

が始まります新下水道使用料での請求
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

新下水道使用料での請求
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町スポーツ協会の各専門部では、部員を募集しています。あなたもぜひ参加してみませんか。

◎問合せ　上記各専門部の問合せまたは町スポーツ協会事務局（町総合運動場内）　☎（82）2345　第１月曜休館

壬生町スポーツ協会からのご案内

  と  さき   けん  じ

おお つか   はる   み

かめ  だ　  ひで ゆき

やま すぎ  むつ  こ

え  さか   ひろ おき

なか じま   よし いえ

た  じり   しげ  と

そう  と    め    みつ  お

き   むら   まさ  し

みやざわじゅんいち

おお つか  こう  じ

ほし  の　  と    よ

た   なか  ます   い

あい だ      き    く   お

たて  の     とよしげ

みずぐち    かつひろ

ふじ ぬま   ま す み

まつ  い    のぶ ひと

やま かわ     と    み    お

おお つか   まさ はる

専　門　部　名 問　合　せ　先 活　　　　　動　　　　　内　　　　　容

野　　　　　球

卓　　　　　球

ソフトテニス

バレーボール

婦人バレーボール

バスケットボール

弓　　　　　道

サ ッ カ ー

射　　　　　撃

ソフトボール

硬 式 テ ニ ス

太 極 拳

グ ラ ウ ン ド
ゴ ル フ

銃 剣 道

ターゲット・
バードゴルフ

ゴ ル フ

レ ス リ ン グ

（82）6637

（82）9832

（82）0814

（82）7410

090
（3344）3559

090
（4920）9483

090
（3332）6562

090
（1462）8057

（82）0603

（82）1887

（82）3447

（82）3644

藤沼 眞澄

戸崎 健次

大塚 春海

亀田 秀行

山杉 睦子

大塚 正春

江坂 廣興

中島 義家

田尻 茂人

宮澤 順一

大塚 孝次

星野 トヨ

相田 喜久夫

舘野 豊茂

早乙女 三男

木村 政司

田中 益位

WBC野球大会、日本選手の活躍、盛り上がりました。学童野球、一般の部、
野球選手10名以上を集め、野球大会に参加して下さい。大歓迎いたします。

毎週木曜日・土曜日 午後７時～９時 町体育館
老若男女・経験不問。各種大会等に数多く出場。
興味のある方は木曜日に直接体育館にお越し下さい。
ソフトテニスを始めてみませんか。経験、未経験に係わらず随時、見学・
体験練習にお出かけください。
毎月第１・第３日曜日及び第２・第４土曜日(共通:午後１時～５時)
６月と３月に教室を実施します。

年に３回の大会があります。また、県民スポーツ大会に出場しています。
各チーム小中学校体育館で練習を行っています。
初心者、経験者、問わず大歓迎です。

初心者、経験者、老若男女を問わず歓迎します。用具貸与可
土・日 午後１時30分～３時30分、水・土 午後７時～９時、火・木 午前10
時～正午 町弓道場

7～10月 毎週土曜日 午後７時～９時 南犬飼中学校校庭
社会人サッカーリーグ（４月～11月）・練習生募集

壮年（35歳以上の男子）、実年（50歳以上の男子）
ソフトボールの審判をしてみたい方募集（経験不問）

硬式テニスは小学生以上、老若男女を問わず、楽しくからだを動かしてい
ます。初心者の方も歓迎です。まず見学におでかけ下さい。
（練習見学 毎週土曜・日曜午前10時～正午）

毎週火曜 午後７時～９時 土曜 午後６時30分～８時30分
心身の強化と試合・県内合同練習会を通じて様々な経験をします。

毎月最終週の月曜午後７時～９時、レッスン会を開催しています。
町大会､研修会など幅広く活動しています。

町民大会を年８回実施しています。初心者の方も歓迎。
入会希望の方は、ご連絡ください。

経験者、興味のある方歓迎します。県民スポーツ大会に参加予定です。

陸 上 競 技 部 山川 登美男
随時、経験者・興味のある方を歓迎します。
各地で開催されているマラソン大会や陸上競技協会主催の記録会等に参加
しています。

クレー射撃：銃砲所持許可証をお持ちの方。毎月１回４月～10月にかけて大会と
教室を開催。県民スポーツ大会に出場しています。男女問わず、初心者歓迎。

太極拳は武術から生まれた中国古来の健康法です。心身のバランスと集中
力を高め、健康寿命を延ばしましょう。教室も行っています。
県・全国の競技大会にも参加し、技能検定等もあります。

毎週火・金・日曜 総合公園陸上競技場北側コース （午前９時～正午）
年齢にかかわらず初心者、経験者、体力作り目的の方等どなたでも大歓迎
します。興味のある方、随時見学、体験練習にお出かけ下さい。
全国、関東、県内各種大会に参加し幅広く活動。協会内大会毎月実施。

毎週火・金 午後７時～９時 南犬飼中学校体育館で練習を行っています。

【男子】毎週日曜日 午後７時～９時 町体育館
県大会等に参加しています。初心者も経験者も歓迎します。

（82）2213

（86）4419

090
（9360）7559

090
（1125）6499

ゲートボール 水口 勝弘
毎週金曜日 午前９時～ 旧睦っ子の森公園
初心者の方も歓迎。入会希望の方は、ご連絡ください。

剣　　　　道 090
（8812）8695松井 信仁

体験、入会、随時可能。無料体験期間（１ヶ月）あります。
南犬飼中学校格技室：火・金（午後７時～９時）、土（午後６時～９時）
壬生中学校格技室：月・水・土（午後７時～９時）

090
（8598）1650

（82）2687

080
（2078）2400

18

バドミントン 090
（6034）1566

ささ  い      み   ち   え

笹井 美千恵
・一般 毎週火曜午後７時～９時 町体育館。
・県民大会に出場しています。初心者、経験者問わず大歓迎です。



◎場所・問合せ　とちぎわんぱく公園　☎（86）5855
※各イベントの申込期間／方法については、とちぎわんぱく公園ウェブサイトをご覧ください

No. タイトル名 対　象 参加費日　程 時　　間 場　所 定　員

4

3 ブルーベリーを摘もう 午前９時15分～９時45分
200円

（３歳以下
無料）

なかよし農園
ブルーベリー園 親子又は家族

7/26（金）
31（水）
8/ 7（水）
  12（月祝）
17（土）

各日８組
又は24名

夏休みだよ！
森の自由研究にチャレンジ！ 午前９時～午後２時 参加無料

集合：ぱなぱな
工房
活動:園

小学生（３年
生以下保護者
同伴）

7/27（土） 15組

午前９時30分～11時30分/
午後１時～3時5

和紙ちぎり絵
「パンダを貼ろう」 500円ぱなぱな工房 小・中学生8/1（木） 各回15名

1 親子うどん教室 午前10時～正午7/20（土） 550円ぱなぱな工房 小・中学生の
親子 ６組（家族）

6 昆虫教室 午前９時～11時 参加無料
集合：ぱなぱな
工房
活動：園内

小学生8/4（日） 15名

8/11（日）7
押し花で彩る
‘トリック貯金箱’

午前10時30分～正午
午後１時～２時30分 550円ぱなぱな工房 どなたでも 各回８組

2 夏休み「子どもの陶芸教室」 各日午前10時～正午7/24（水）
25（木） ぱなぱな工房 小学３年生～

中学生 各日20名 500円

　壬生町駅伝実行委員会では、令和７年１月26日（日）に開催予定の第６６回栃木県郡市町対抗駅伝競
走大会出場に向けて、駅伝チームメンバー（中学生以上）及びチームスタッフを募集します。
　また、同日開催の栃木県小学生駅伝競走大会出場に向けた、小学生駅伝チームメンバーも募集中で
す。
　活動内容は、町総合公園陸上競技場や町外の陸上競技場での強化練習の実施、また各種マラソン大会
等への参加を予定しています。なお、練習については、駅伝チーム、小学生駅伝チーム合同で実施しま
す。
　興味のある方は、自薦、他薦問いませんので、ぜひ実行委員会事務局までお問合わせください。

◎問合せ　町駅伝実行委員会事務局（町総合運動場体育館内）　☎（82）2345　FAX（82）2706
　　　　　メール　sports@town.mibu.tochigi.jp

●練習スケジュール （予定）
　10月20日～１月19日　毎週日曜日　午前９時～11時
※練習会スケジュールは日時・場所を変更する場合があります

栃木県郡市町対抗駅伝・栃木県小学生駅伝

チームメンバー 等募集！チームメンバー 等募集！
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城址公園ホール城址公園ホール
（壬生中央公民館）（壬生中央公民館）

休館：月曜日、祝日

公 民 館 講 座 （令和６年度夏休み子ども講座）公 民 館 講 座

◎申込は、7月13日（土）午前９時より、城址公園ホ
ールにて受付を開始します。（先着順）

※やむを得ない場合、事情により中止になる場合が
あることを、予めご了承ください。その場合は、受
付時、城址公園ホール玄関前に中止になった講座名
を表示します。受付後は、申し込んだ方へ電話連絡
をします

※電話受付は、7月13日（土）午後１時～17日（水）午後
５時まで。募集定員になり次第、受付を締め切ります
※申込者数が少ない場合（４名以下）、その講座は
中止となります
※おつりがないように教材費をご持参ください

夏休み親子料理教室
講師　壬生町管理栄養士  　　　河北　瑠璃子  先生

　この教室では、親子（祖父母も可）で協力しながら料理を
体験できます。楽しくクッキングにチャレンジしましょう。

回

1

日付

7月24日

曜日

水

内            容

時　　間

親子12組24名 
（町内の小３～小６とその保護者）

ワクワク！サマークッキング 
「夏においしいレシピ」

食物アレルギーのある方の申し込み
は、ご遠慮ください。

城址公園ホール（調理実習室）

持 参 品

午前９時30分～正午

１組1,000円（受付時に集金） 

筆記用具　飲み物　エプロン　　　 
頭おおい　マスク　ふきん等

募集人員

会　　場

教 材 費

そ の 他

夏休み子ども理科実験教室
講師　壬生町立壬生東小学校教員　　鯉沼　博　先生

回

1

日付

８月１日

曜日

木

内            容

時　　間

小学生20名 
（町内の小１～小６）

飛ばして遊ぼう！ 
「空気砲」「風船ロケット」 
「スーパーボールロケット」

小１・２は保護者同伴で

城址公園ホール（中会議室）

持 参 品

午前10時～正午

500円（受付時に集金） 

筆記用具　その他、必要な物は受付
時にお知らせします　

募集人員

会　　場

教 材 費

そ の 他

かわきた　　る　り　こ こいぬま　ひろし

夏休み子ども音楽教室
講師　壬生少年少女合唱団指導者　菊川　敦子　先生

小倉　史江　先生
　この教室では、声の出し方や身体で表現する演技の初歩を
学び、ミュージカルの１シーンを体験することができます。
回

1

2

3

日付

７月20日

７月27日

８月３日

曜日

土

土

土

内            容

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

持 参 品

そ の 他

ミュージカル初めの一歩 

簡単なステップや台詞を入れて歌う

仕上げ

午後１時30分～３時

20名（町内の年長～中３）

南犬飼地区公民館（講堂）

特になし

筆記用具

年長～小２は保護者同伴で

きくかわ    あつ こ

 お ぐら     ふみ え

（令和６年度夏休み子ども講座）

※各講座とも、募集定員になり次第、受付を締め切
ります。代理の方の申込もできますが、来館された
方の申込が優先されます

　この教室では、普段の学校の授業では体験できない、楽しい理科
実験が体験できます。理科実験が大好きな子どもたち、大集合！！
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日　時

場　所

定　員　300名（申込不要）

７月2７日（土）
午後１時～（開場 午後０時30分～）

城址公園ホール  中ホール
（壬生町本丸一丁目８番３３号） 

※来場者には、社明オリジナルグッズ配布！！ 

◎第１部：総理大臣メッセージ伝達式

◎第２部：第73 回社会を明るくする運動作文コンテスト
　　　　　入選作品朗読発表
　＜最優秀賞＞
　　・栃木県推進委員会委員長賞「声をかけ合い地域をつなぐ」
　　　國學院大學栃木中学校　１年　木村　愛菜さん

　＜優秀賞＞
　　・ＮＨＫ宇都宮放送局長賞「社会に笑顔と感謝の気持ちを」
　　　壬生中学校　　　　　　１年　長　心尊さん

　　・下野新聞社賞「明るい社会を目指して」
　　　栃木女子高等学校　　　１年　落合　優衣さん

◎第３部：講演会：「薬物問題偏見ありませんか？
　　　　　　　　　　～逮捕された私と考える再犯防止～」
　　　　　  講師：ＡＳＫ認定依存症予防教育 アドバイザー

　　　　　  　　　塚本　堅一氏（元ＮＨＫアナウンサー）

 

　元ＮＨＫアナウンサー。2003年にＮＨＫ入局。
2016年1月に違法薬物の製造･所持で逮捕され、
NHKを懲戒免職になった。現在は、依存症予防教
育アドバイザーとして講演活動を行っている。 

～講師紹介～　塚本　堅一　氏

令和６年度 ～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

「社会を明るくする運動」inみぶ

元 NHK
 アナウン

サー

塚本氏と
一緒に考

える

薬物問題
！

犯罪や非行の防止と立
ち直りについて考え、
犯罪や非行のない地域
社会を築こうという国
　　　民運動です。  

☆出店団体☆
・栃木刑務所
・就労支援施設むつみの森
・社会福祉法人せせらぎ会 

※画像はイメージです。実際と異なる場合があります。 

主催：「社会を明るくする運動」壬生町推進委員会 ／ 協力：「社会を明るくする運動」栃木県推進委員会
◎問合せ　壬生町健康福祉課社会福祉係　☎（81）1883 

当日は、栃木刑務所作業製品や福祉施設の商品を販売！ 

き  むら　　 ま　な

ちょう　  み こ と

おちあい　　  ゆ　い

つかもと　　けんいち

ア　ス　ク

つかもと　　けんいち
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お し ら せ

　
消
防
設
備
士
試
験
が
左
記
の
日
程

に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の

申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
試
験
日　
９
月
８
日（
日
）

○
申
込
方
法　
書
面
申
請
・
電
子
申

請
（
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）　
７
月
１
日
〜

７
月
12
日

○
費
用
（
試
験
手
数
料
）

　
甲
種　
６
，
６
０
０
円

　
乙
種　
４
，
４
０
０
円

○
願
書
配
布
場
所　
石
橋
地
区
消
防

組
合
消
防
本
部
、
石
橋
消
防
署
、
壬

生
消
防
署
、
上
三
川
消
防
署

◎
問
合
せ　
栃
木
県
自
治
会
館
１
階

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
栃

木
県
支
部　

☎
０
２
８（
６
２
４
）１

０
２
２

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　
今
年
の
８
月
で
、
終
戦
、
被
爆
か

ら
79
年
を
迎
え
ま
す
。

　
町
で
は
、
国
際
平
和
普
及
啓
発
活

動
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
戦
争

の
悲
惨
さ
・
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
国
際

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

〈
平
和
パ
ネ
ル
展
〉

　
原
爆
の
悲
惨
さ
を
物
語
る
様
々
な

パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

○
期
間　
８
月
３
日（
土
）〜
15
日

（
木
）　
各
施
設
開
館
中

○
場
所　
町
役
場
本
庁
舎
１
階
・
城

址
公
園
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー 

〈
原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊
な

ら
び
に
平
和
祈
念
黙
と
う
〉

　
広
島
と
長
崎
で
は
、
原
爆
死
没
者

の
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
を
願
い
、

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時
刻
に
一
分
間

の
黙
と
う
を
捧
げ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
及
び
地
域

で
も
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

８
月
６
日（
火
）午
前
８
時
15
分

【
広
島
の
原
爆
死
没
者
の
冥
福
を
祈

る
黙
と
う
】

　

８
月
９
日（
金
）午
前
11
時
２
分

【
長
崎
の
原
爆
死
没
者
の
冥
福
を
祈

る
黙
と
う
】

　
８
月
15
日（
木
）正
午
【
戦
没
者
を

追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
黙
と

う
】

　
国
が
実
施
す
る
各
種
統
計
調
査
の

調
査
活
動
を
行
う
統
計
調
査
員
登
録

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
各
種
統
計

調
査
実
施
毎
に
調
査
員
登
録
者
の
中

か
ら
依
頼
し
ま
す
。

○
統
計
調
査
員
の
主
な
し
ご
と

・
調
査
員
事
務
説
明
会
に
出
席

・
調
査
関
係
書
類
（
名
簿
、
地
図
な

ど
）
の
作
成

・
調
査
対
象
者
（
世
帯
、
会
社
等
）

へ
の「
調
査
票
」の
配
付
と
記
入
依
頼

・「
調
査
票
」の
回
収
及
び
点
検
、

提
出

※
基
本
的
に
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
で

の
調
査
活
動
が
可
能
な
範
囲
で
依
頼

し
ま
す

○
統
計
調
査
員
の
身
分
・
報
酬

・
調
査
の
都
度
任
命
さ
れ
る
「
非
常

勤
の
公
務
員
」
で
す
。

・
任
命
期
間
は
、
お
お
む
ね
２
ヶ
月

程
度
で
す
が
、
調
査
に
よ
っ
て
は
１

年
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

・
報
酬
額
は
調
査
に
よ
り
異
な
り
ま

す
が
、
お
お
む
ね
月
額
２
〜
３
万
円

程
度
で
す
。

○
申
込
方
法　
電
話
ま

た
は
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
総
合
政
策
課
企
画
調
整

係　
☎（
81
）１
８
１
３

　
令
和
６
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

の
納
税
通
知
書
、
特
別
徴
収
税
額
通

知
書
は
７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び

介
護
保
険
料
を
納
付
書
や
口
座
振
替

で
納
め
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
７

月
中
旬
に
納
入
通
知
書
を
、
年
金
天

引
き
で
納
め
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

８
月
上
旬
に
特
別
徴
収
開
始
通
知
書

を
発
送
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　
税
務
課
諸
税
係
☎（
81
）

１
８
７
９
・（
81
）１
８
１
９

　
７
月
は
、
令
和
５（
２
０
２
３
）年

中
に
新
築
、
増
築
及
び
改
築
に
よ
り

家
屋
を
取
得
し
た
方
に
、
不
動
産
取

得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知

書
が
届
い
た
方
は
、
納
期
限
７
月
31

日（
水
）ま
で
に
、
納
税
通
知
書
裏
面

に
記
載
の
方
法
で
納
税
し
て
く
だ
さ

い
。
　
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
栃

木
県
税
事
務
所
（
不
動
産
取
得
税
担

当
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
栃
木
県
税
事
務
所　
不

動
産
取
得
税
担
当　
☎（
23
）３
４
１

３
　
倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
さ

れ
た
方
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
軽
減
の
対
象
者
は
、
雇
用
保
険
の

特
定
受
給
資
格
者
又
は
特
定
理
由
離

職
者
と
し
て
求
職
者
給
付
を
受
給
し

て
い
る
65
歳
未
満
の
方
で
す
。

　
軽
減
額
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の

所
得
割
額
を
計
算
す
る
際
、
離
職
者

の
前
年
中
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分

の
30
と
み
な
し
て
計
算
を
行
う
も
の

で
、
軽
減
の
期
間
は
、
離
職
日
の
翌

日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
間
で
す
。

　
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
「
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
」
ま
た
は
「
雇
用

保
険
受
給
資
格
通
知
」
を
提
示
の
う

え
、
申
請
が
必
要
で
す
。

◎
問
合
せ　
税
務
課
諸
税
係
☎（
81
）

１
８
７
９
・（
81
）１
８
１
９

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
？

　
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
立
ち
直
り

に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
力
を
あ
わ
せ
て
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
い

う
全
国
的
な
運
動
で
、
令
和
６
年
で

74
回
目
を
迎
え
ま
す
。

・
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
心
で
安
全

な
明
る
い
地
域
社
会
を
目
指
し
て

　
非
行
や
犯
罪
を
生
み
出
さ
な
い
家

庭
や
地
域
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
私
た
ち
の
安
心
で
安
全
な
暮
ら
し

に
つ
な
が
り
ま
す
。

総
務
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

消
防
設
備
士
試
験
の
ご
案
内
に

つ
い
て

税
務
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

納
税
通
知
書
等
発
送
の
お
知
ら
せ

健
康
福
祉
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

統
計
調
査
員
登
録
者
募
集

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
中
に

家
屋
を
取
得
さ
れ
た
方
へ
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【
平
和
啓
発
】
戦
争
の
な
い
平

和
な
国
際
社
会
を
目
指
し
て

総
合
政
策
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

　
　
　
　
https://w

w
w
.shoubo

-shiken.or.jp/

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
〞
強
調
月
間
・
再
犯
防
止

啓
発
月
間
で
す
！



　
こ
の
機
会
に
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
安
心
で
安
全
な
暮
ら
し
を
す
る
た

め
に
、
い
ま
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
、
そ
し
て
、
自
分
に
は
何
が
で

き
る
か
を
み
な
さ
ん
で
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉

係　
☎（
81
）１
８
８
３

　

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

（
緑
色
）
の
有
効
期
限
が
７
月
31
日

で
終
了
し
ま
す
。
現
在
限
度
額
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
更
新
の
通

知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日

以
降
も
引
き
続
き
必
要
な
場
合
は
、

申
請
書
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

通
知
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
規
の
申
請
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割

合
証
（
ク
リ
ー
ム
色
）
の
有
効
期
限

が
７
月
31
日
で
終
了
す
る
た
め
、
８

月
か
ら
有
効
な
負
担
割
合
証
を
７
月

下
旬
に
交
付
し
ま
す
。
自
身
の
負
担

割
合
は
、
負
担
割
合
証
の
「
利
用
者

負
担
の
割
合
」
欄
に
て
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
判
定
基
準
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　
新
し
い
負
担
割
合
証
が
届
い
た
ら
、

現
在
利
用
中
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
ま

た
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
期
限
の

切
れ
た
負
担
割
合
証
は
健
康
福
祉
課

ま
た
は
各
出
張
所
に
返
納
す
る
か
、

自
身
で
処
分
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
介
護
保
険

係　
☎（
81
）１
８
７
６
・
１
８
７
７

　
一
緒
に
町
の
健
康
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
み
ぶ
ま
ち
・
獨
協
健
康
大
学
は
、

町
民
が
町
民
の
手
で
町
民
の
健
康
を

守
り
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
に
す
る
べ

く
、
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
活
動
で
は
、
町
の
健
康

課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
課
題
の
解
決
方
法

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※
各
講
座
の
詳
細
は
、
受
講
決
定
後
、

案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
日
程

・
内
容
に
つ
い
て
は
、
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

○
対
象　
町
内
在
住
の
方

○
定
員　
20
名
程
度

○
受
講
費　
無
料

○
予
約
方
法　
７
月
10
日（
水
）午
前

９
時
〜　
希
望
す
る
方
は
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
健
康
増
進

係　
☎（
81
）１
８
８
５

○
日
時　
８
月
９
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
11
時
45
分

○
場
所　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容　
家
族
を
介
護
す
る
方
が
、

悩
み
や
不
安
を
、
安
心
し
て
話
を
し

た
り
、
情
報
交
換
を
す
る
場
と
し
て
、

介
護
者
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
者
の
方
同
士
で
自
分
の
体
験

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
励
ま
し
あ
い
、

親
睦
を
深
め
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い

介
護
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

○
活
動
内
容
　
介
護
者
サ
ロ
ン
で
は

参
加
者
の
話
を
聞
い
た
り
、
自
分
の

体
験
を
話
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

（
自
分
か
ら
話
を
す
る
の
が
苦
手
な

方
で
も
、
話
を
聞
く
、
情
報
を
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
参
加
で
き
ま
す
。）

　
ま
た
、
町
職
員
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
も
出
席
し
て
い
ま
す

の
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

悩
み
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
話
く

だ
さ
い
。

※
介
護
者
サ
ロ
ン
で
話
さ
れ
た
内
容

を
他
に
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

○
参
加
費　
無
料

○
申
込　
８
月
７
日（
水
）ま
で
に
電

話
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎

（
81
）１
８
７
６
・
１
８
７
７

　
壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

　
壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）２
１
１
９

　
町
社
会
福
祉
協
議
会　
☎（
82
）７

８
９
９

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域

の
み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所
で
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
）
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
な
が
ら
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
し
ま

せ
ん
か
。

◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
な
ご
み
」

○
日
時　
７
月
26
日（
金
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

○
場
所　
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館
（
し

の
の
め
公
園
内
）

法務省
ウェブサイト

お し ら せ

第
３
回
介
護
者
サ
ロ
ン
の
開
催

に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
開
催
に
つ

い
て

令
和
６
年
度
み
ぶ
ま
ち
・
獨
協

健
康
大
学
の
受
講
生
募
集
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本人の合計所得金額が１６０万円未満

本人の
合計所得金額が
１６０万円以上
２２０万円未満

本人の
合計所得金額が
２２０万円以上

同一世帯の65歳以上の方の年金収入
及びその他の合計所得金額の合計が
・単　身　で２８０万円未満
・２人以上で３４６万円未満

同一世帯の65歳以上の方の年金収入
及びその他の合計所得金額の合計が
・単　身　で３４０万円未満
・２人以上で４６３万円未満

上記以外

上記以外 ３割負担

２割負担

２割負担

１割負担

１割負担

介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
交
付

し
ま
す

○年間予定　

1

2

3

4

5
6
7
8

テ　ー　マ日　時 場　所
開校式　
オリエンテーション
第１回健康座談会・グループワーク
～フィールドワークに向けた情報収集と探索経路を考える～
フィールドワーク
～まちを探索して、まちを知ろう～
第２回健康座談会・グループワーク
～まちの探索をもとに健康課題の解決策を考える～
獨医祭・壬生町健康ふくしまつりでの活動紹介
令和６年度活動報告まとめ
令和６年度活動報告発表
閉校式

８月６日（火）
午後２時～４時
８月中旬～下旬

９～10月

11月
令和７年１月
２月

壬生町役場
大会議室

未定

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

の
期
限
が
終
了
し
ま
す



「
傾
聴
の
部
屋
」
の
ご
案
内

壬
生
町
結
婚
新
生
活
支
援
補
助

事
業
に
つ
い
て

こ
ど
も
未
来
課
か
ら
の

お
し
ら
せ

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校

第
44
回
南
校
祭
の
ご
案
内

お し ら せ

◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
福
来
（
ふ
っ

く
）
ら
」

○
日
時　
７
月
21
日（
日
）午
前
10
時

〜
11
時
頃

○
場
所　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

し
も
つ
け
荘　
ホ
ー
ル

○
参
加
費　
１
０
０
円

◎
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎

（
81
）１
８
７
６
・
１
８
７
７

　
壬
生
町
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

　
壬
生
町
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　
☎（
82
）２
１
１
９

　
話
を
聴
い
て
貰
い
た
い
方
、
話
を

聴
い
て
く
れ
る
方
が
い
な
い
方
、
話

し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
方
、

な
ん
で
も
丁
寧
に
お
聴
き
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予

約
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
話

を
伺
う
際
に
希
望
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
事
前
に
問
合
せ
先
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

※
個
別
対
面
で
、
会
員
が
話
を
お
聴

き
し
ま
す
。
会
員
は
男
女
あ
わ
せ
て

約
50
名
お
り
、
全
員
傾
聴
ス
キ
ル
を

習
得
し
て
い
ま
す

※
聴
か
せ
て
も
ら
っ
た
内
容
を
他
に

漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い

　
参
加
費
は
無
料
で
す
。

○
日
時　
７
月
11
日
、
８
月
８
日
、

９
月
12
日
、
10
月
10
日
、
11
月
14
日
、

令
和
７
年
１
月
９
日
、
２
月
13
日
、

３
月
13
日　
午
前
10
時
〜
11
時

※
原
則
毎
月
第
２
木
曜
日
実
施
（
12

月
は
休
み
）

○
場
所　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
壬
生
甲
３
８
４
３
番
地
１
）

◎
問
合
せ

　
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
か
せ
て
」
会
長　

佐
藤　

☎

（
82
）３
９
０
２

　
町
社
会
福
祉
協
議
会　
☎（
82
）７

８
９
９

　
年
齢
を
重
ね
て
も
、
ま
だ
ま
だ
元

気
で
働
き
た
い
意
欲
の
あ
る
60
歳
以

上
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん

か
？
新
規
会
員
へ
の
入
会
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
関
心
を
お
持
ち

の
方
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る

方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
左
記
の
日
程
で
は
都
合
が

つ
か
な
い
方
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
８
月
１
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
（
概
ね
30
分
）

○
場
所　
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

研
修
室
（
役
場
庁
舎
西
）

○
入
会
資
格

・
町
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以
上
の

方・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
（
特

別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
）

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、

賛
同
さ
れ
る
方

○
説
明
会
内
容 

入
会
資
格
・
シ
ル

バ
ー
事
業
の
趣
旨
・
概
要
の
説
明
、

入
会
申
込
書
の
記
入
方
法
、
質
疑

　
長
い
経
験
と
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ
た

元
大
工
等
の
会
員
が
技
と
心
で
研
ぎ

ま
す
。

○
日
時
・
場
所

　
８
月
７
日（
水
）シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
（
役
場
庁
舎
西
）

　
８
月
21
日（
水
）南
犬
飼
地
区
公
民

館
分
館

※
８
月
は
第
１
・
第
３
水
曜
日
実
施

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
（
多
少
前
後

す
る
事
が
有
り
ま
す
）

○
料
金　
菜
切
り
包
丁
３
５
０
円
、

出
刃
包
丁
４
５
０
円
、
鎌
２
０
０
円

〜
３
５
０
円　
等

※
刃
こ
ぼ
れ
、
サ
ビ
落
と
し
は
、
割

り
増
し
（
状
況
に
よ
り
１
５
０
円
〜

２
５
０
円
）
と
な
り
ま
す

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
（
公
社
）壬
生
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
☎（
82
）４
６
８

２【
演
芸
会
】

○
日
時　
７
月
26
日（
金
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時　
予
定

○
場
所　
と
ち
ぎ
岩
下
の
新
生
姜
ホ

ー
ル
（
栃
木
市
栃
木
文
化
会
館
）
大

ホ
ー
ル
（
栃
木
市
旭
町
12
ー
16
）

○
内
容　
各
グ
ル
ー
プ
・
学
科
、
各

ク
ラ
ブ
活
動
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表

【
学
校
祭
】

○
日
時　
８
月
３
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
２
時

○
場
所　
栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

　
南
校
（
栃
木
市
神
田
町
９
ー
40
）

○
内
容　
各
種
作
品
展
、
パ
ソ
コ
ン

体
験
、
囲
碁
将
棋
体
験
、
ふ
れ
あ
い

体
験
（
昔
あ
そ
び
）
、
蕎
麦
打
ち
体

験
、
ギ
タ
ー
演
奏
、
コ
ー
ヒ
ー
・
パ

ン
・
ク
ッ
キ
ー
販
売
等

《
共
通
事
項
》

　
入
場
無
料
、
予
約
不
要
、
駐
車
場

あ
り

◎
問
合
せ　
栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学

校
南
校　
☎（
22
）５
３
２
５

　
町
で
新
婚
生
活
を
始
め
る
夫
婦
の

新
居
に
お
け
る
家
賃
や
購
入
費
、
引

越
し
費
用
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
申
請
希
望
の
方
は
、
町
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
詳
細
を
確
認
し
、

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
記
入
の
う

え
、
町
こ
ど
も
未
来
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
対
象
世
帯

【
新
婚
世
帯
】
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
方

【
継
続
世
帯
】
前
年
度
補
助
上
限
に

達
し
な
か
っ
た
方
で
、
③
・
④
・

⑤
・
⑦
・
⑧
に
該
当
す
る
方

①
令
和
6
年
3
月
1
日
か
ら
令
和
7

年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
婚
姻
届
を

提
出
し
受
理
さ
れ
た
夫
婦

②
夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
に
お
け
る
年

齢
が
39
歳
以
下

③
夫
婦
の
令
和
5
年
中
に
お
け
る
所

得
の
合
計
額
が
5
0
0
万
円
未
満
の

世
帯

※
夫
婦
の
所
得
の
合
計
が
5
0
0
万

円
を
超
え
て
い
て
も
貸
与
型
奨
学
金

の
返
済
を
し
て
い
る
場
合
に
は
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い

※
令
和
６
年
６
月
ま
で
の
申
請
は
令

和
４
年
中
の
所
得
で
計
算
し
ま
す

④
補
助
金
の
申
請
及
び
交
付
の
日
に

お
い
て
壬
生
町
に
住
所
が
あ
る
こ
と

⑤
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
補
助
等
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

⑥
過
去
に
こ
の
制
度
に
よ
る
補
助
金

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑦
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑧
壬
生
町
暴
力
団
排
除
条
例
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
で
な
い
者

○
補
助
金
額

　
夫
婦
の
年
齢
が
30
〜
39
歳
以
下
の

場
合
：
最
大
30
万
円

　
29
歳
以
下
の
場
合
：
最
大
60
万
円

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
員
募
集
中（
入
会
説
明
会
）

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

刃
物
研
ぎ
の
お
知
ら
せ

25

さ 

と
う



剣士募集
おもちゃのまち剣道教室

見学随時募集１ヶ月間お試し期間あり

■稽古場所／
■稽古時間／

■会　　費／

壬生町立南犬飼中学校（格技室にて）
火曜日　19：00～21：00（初心者19：00～20：00）
金曜日　19：00～21：00（初心者19：00～20：00）
土曜日　18：00～21：00（初心者18：00～19：30）
月2,500円（運営のための保護者会費）
※指導料は徴収していません

■見学・入学のお問い合わせ
　教室Facebookページよりお気軽にお問合わせください。

※
継
続
世
帯
の
場
合
は
、
前
年
度
補

助
上
限
と
の
差
額
分
と
な
り
ま
す

※
１
，
０
０
０
円
未
満
の
端
数
を
切

り
捨
て
た
額
を
助
成
し
ま
す

○
申
請
期
間

　
４
月
1
日
〜
令
和
７
年
３
月
21
日

※
補
助
金
申
請
額
が
予
算
額
に
達
し

た
時
点
で
申
請
の
受
付
を
終
了
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

◎
問
合
せ　
こ
ど
も
未
来
課
子
育
て

支
援
係
☎（
81
）1
8
6
4

　
県
産
出
木
材
を
一
定
量
以
上
使
用

し
て
新
築
・
増
改
築
を
行
う
住
宅
に

対
し
て
、
県
産
出
材
の
使
用
量
に
応

じ
て
、
7
・
5
万
〜
60
万
円
（
増
改

築
の
場
合
は
最
大
22
・
5
万
円
）
の

支
援
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
右
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
栃
木
県
環
境
森
林
部
林

林
業
木
材
産
業
課　

☎
０
２
８（
６

２
３
）３
２
７
７

　
品
質
の
よ
い
米
を
生
産
す
る
た
め
、

病
害
虫
防
除
の
目
的
で
下
記
日
程
に

て
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬

散
布
を
実
施
し
ま
す
。

○
実
施
日
・
場
所　

　
７
月
23
日（
火
）南
犬
飼
地
区
お
よ

び
稲
葉
地
区
の
一
部

　
７
月
24
日（
水
）壬
生
地
区
お
よ
び

稲
葉
地
区
の
一
部

　
７
月
25
日（
木
）稲
葉
地
区

※
赤
札
の
立
っ
て
い
る
水
田
が
対
象

・
予
備
日
７
月
26
日（
金
）

○
実
施
時
間　
午
前
４
時
30
分
〜

○
使
用
農
薬　
ア
ミ
ス
タ
ー
ト
レ
ボ

ン
Ｓ
Ｅ
（
普
通
物
）

○
散
布
方
法　
地
上
３
ｍ
前
後
の
高

さ
で
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
散

布
し
ま
す

○
ご
協
力
の
お
願
い

（
１
）
散
布
中
は
接
近
し
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

（
２
）
散
布
近
く
の
家
屋
で
は
、
散

布
中
は
窓
を
閉
め
て
下
さ
い
。
ま
た
、

洗
濯
物
は
屋
内
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
合
せ

　
壬
生
地
区
共
同
防
除
協
議
会
下
野

農
業
協
同
組
合
北
部
ア
グ
リ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー　
☎（
27
）６
５
１
１

　
今
年
も
、
真
夏
の
祭
典
「
壬
生
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
！

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

○
日
時　
８
月
24
日（
土
）

※

雨
天
中
止
の
場
合
は
25
日（
日
）へ

順
延

※

順
延
日
が
雨
天
で
も
、
花
火
の
み

実
施

○
会
場　
壬
生
町
総
合
公
園　
陸
上

競
技
場
（
お
も
ち
ゃ
博
物
館
東
隣
）

・
１
部　
か
ん
ぴ
ょ
う
音
頭　
午
後

６
時
30
分
〜

・
２
部　
花
火
打
上　
午
後
８
時
〜

※

都
合
に
よ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※

ま
つ
り
当
日
の
開
催
情
報
案
内
は
、

町
観
光
協
会
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｘ
等
）

ま
た
は
☎
０
９
０（
３
２
０
７
）１
６

５
４（
ま
つ
り
期
間
の
み
）で
ご
確
認

く
だ
さ
い

※

当
日
会
場
へ
は
、
東
武
宇
都
宮
線

「
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
」
お
よ
び
町

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
、
壬
生

城
址
公
園
駐
車
場
よ
り
無
料
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
（
午
後
５
時

〜
午
後
10
時
ま
で
随
時
運
行
予
定
）

※

ま
つ
り
開
催
中
、
壬
生
町
総
合
公

園
付
近
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

車
の
方
は
迂
回
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
駐
車
場
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い

　
「
エ
ッ
サ
エ
ッ
サ
エ
ッ
サ
ッ
サ…
」

で
始
ま
る
町
の
か
ん
ぴ
ょ
う
音
頭
。

町
発
祥
の
か
ん
ぴ
ょ
う
音
頭
を
聞
き

農
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

と
ち
ぎ
材
の
家
づ

く
り
支
援
事
業
に

つ
い
て

な
が
ら
踊
る
盆
踊
り
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
参
加
希
望
の
方
は
７
月

26
日（
金
）ま
で
に
左
記
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
花
火
は
、
事

業
所
、
商
店
、
各
種
団
体
、
な
ら
び

に
個
人
の
皆
さ
ん
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
方
々
か
ら
協
賛
に
よ
り
実
施
し
て

い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
夜
を

華
や
か
に
彩
り
、
盛
大
に
祝
う
打
上

花
火
と
な
る
よ
う
に
、
７
月
12
日

（
金
）ま
で
協
賛
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
　
１
口　
１
０
，
０
０
０
円

　
本
協
会
は
、「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

や
「
し
の
の
め
花
ま
つ
り
」
の
主
催

の
他
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
協
賛
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
散
策
コ

ー
ス
の
紹
介
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
な
ど
を
行
い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

町
づ
く
り
、
地
域
産
業
の
振
興
お
よ

び
郷
土
文
化
の
発
展
を
願
い
、
観
光

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
会
費　
個
人
会
員　
１
，
０
０
０

円
、
団
体
・
法
人
会
員　
３
，
０
０

０
円

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
町
観
光
協
会
（
壬
生
町

商
工
観
光
課
内
）
☎（
81
）１
８
４
４

メ
ー
ル

商
工
観
光
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
水

稲
共
同
防
除
の
お
知
ら
せ

お し ら せ

26

壬
生
町
観
光
協
会
会
員
募
集
中

keizai@
tow
n.m
ibu.tochigi.jp

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
開
催

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
花
火
協
賛
者
募
集

か
ん
ぴ
ょ
う
音
頭
踊
り
手
募
集

◎問合せ　●総合政策課情報デジタル係　☎（81）1814

https://



　
管
理
さ
れ
て
い
な
い
あ
き
地
で
は
、

雑
草
が
繁
茂
し
、
病
害
虫
の
発
生
源

と
な
る
ば
か
り
か
、
ご
み
の
不
法
投

棄
を
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
あ
き
地
は
「
壬
生

町
あ
き
地
の
環
境
保
全
に
関
す
る
条

例
」
に
お
い
て
、
適
正
に
管
理
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
き
地
は
所
有
者
も
し
く
は
管
理

者
の
責
任
で
管
理
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
問
合
せ　
生
活
環
境
課
環
境
保
全

係　
☎（
81
）１
８
３
４

　
地
球
温
暖
化
の
防
止
お
よ
び
大
気

環
境
の
改
善
を
図
り
、
か
つ
非
常
用

電
源
と
し
て
活
用
可
能
な
電
気
自
動

車
の
普
及
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、

電
気
自
動
車
を
購
入
す
る
町
民
に
対

し
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
車
両
及
び
補
助
金
額

　
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）…

10
万
円

※

四
輪
以
上
の
電
気
自
動
車

※

「
残
価
設
定
型
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
や

「
リ
ー
ス
」
に
よ
る
購
入
は
補
助
対

象
外

○
補
助
対
象
者
（
個
人
に
限
る
）

・
自
家
用
と
し
て
使
用
す
る
目
的
で
、

補
助
対
象
車
両
を
新
車
で
購
入
し
た

方・
町
内
に
居
住
し
、
か
つ
、
住
民
基

本
台
帳
法
に
よ
り
記
録
さ
れ
て
い
る

方・
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
の
方
が
、

町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
過
去
に
こ
の
補
助
金
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
（
同
一
人
に
対
し
１
回
限

り
）

※
申
請
者
が
補
助
対
象
車
両
の
所
有

者
お
よ
び
使
用
者
で
あ
る
こ
と
が
必

要
で
す

○
申
請
期
間
及
び
提
出
書
類

　
登
録
年
月
日
か
ら
90
日
以
内
に
次

の
申
請
書
類
を
全
て
揃
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※

た
だ
し
、
予
算
額
に
達
し
た
時
点

で
受
付
を
終
了
し
ま
す

・
壬
生
町
電
気
自
動
車
購
入
費
補
助

金
交
付
申
請
書　

・
壬
生
町
電
気
自
動
車
購
入
費
補
助

事
業
計
画
書

・
壬
生
町
電
気
自
動
車
購
入
費
補
助

金
交
付
請
求
書

・
自
動
車
検
査
証
の
写
し

・
売
買
契
約
書
の
写
し

・
購
入
代
金
の
領
収
書
の
写
し
（
割

賦
払
い
に
よ
る
場
合
は
、
そ
の
契
約

書
の
写
し
）

・
車
両
の
カ
タ
ロ
グ
ま
た
は
仕
様
書

・
車
両
の
保
管
場
所
の
位
置
図

・
車
両
の
保
管
場
所
に
お
い
て
、
そ

の
自
動
車
登
録
番
号
が
確
認
で
き
る

よ
う
に
撮
影
さ
れ
た
写
真

・
【
電
気
自
動
車
】
申
請
に
お
け
る

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

※

申
請
者
以
外
の
方
が
手
続
き
す
る

場
合
は
委
任
状
が
必
要

○
申
請
書
提
出
先
　
生
活
環
境
課
環

境
保
全
係
ま
で
直
接
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
郵
送
不
可

◎
問
合
せ

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係　
☎（
81
）

１
８
３
４

○
入
居
申
込
資
格

①
現
在
同
居
し
て
い
る
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

（
３
ヶ
月
以
内
に
結
婚
、
同
居
す
る

婚
約
者
を
含
む
。
）

　
町
営
住
宅
に
単
身
で
入
居
を
希
望

す
る
方
で
も
、
一
定
の
条
件
を
満
た

せ
ば
申
込
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
方 (

申
込
者
ま
た
は
同
居
予

定
の
方
が
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
場

合
は
原
則
と
し
て
申
し
込
む
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
）

③
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

④
暴
力
団
員
で
な
い
方(

同
居
者
も

含
み
ま
す) 

⑤
所
定
の
計
算
方
法
に
よ
り
算
出
し

た
世
帯
全
員
の
所
得
額
が
次
の
金
額

以
下
で
あ
る
方

◇
世
帯
全
員
の
月
あ
た
り
所
得

・
一
般
世
帯　
１
５
８
，
０
０
０
円

以
下

・
裁
量
階
層
世
帯
（※

参
照
）
２
１

４
，
０
０
０
円
以
下

※

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
、
未
就
学

児
の
い
る
世
帯
な
ど

○
申
込
方
法　
７
月
８
日（
月
）か
ら

　
建
設
課
住
宅
係
で
入
居
申
込
書
を

配
布
し
ま
す(

土
日
を
除
く)

。

　
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
居

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
下
記

の
受
付
期
間
中
に
建
設
課
住
宅
係
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　
７
月
８
日（
月
）〜
19

日（
金
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
日
祝
を
除
く
）

　
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。
抽
選
会
は
７
月
22
日（
月
）

午
前
10
時
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
入
居
資
格
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
配
布
す
る
入
居
申
込
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
入
居
日
は
８
月
１
日（
木
）以
降
に

な
り
ま
す
（
事
務
手
続
き
の
都
合
に

よ
り
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す)

。

・
入
居
の
際
に
は
、
家
賃
２
ヶ
月
分

の
保
証
金
と
連
帯
保
証
人
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
連
帯
保
証
人
は
町
内
に

居
住
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
県
内
に

居
住
し
て
い
る
親
族
で
１
名
で
す
。

◎
問
合
せ　
建
設
課
住
宅
係　

☎

（
81
）１
８
４
９

⑴
洋
画
部
門

　
「
初
め
て
の
油
絵
体
験
２
」

○
日
時　
９
月
21
日（
土
）午
前
10
時

〜
正
午

○
講
師　
松
野
行
（
日
展
会
員
、
県

芸
術
祭
審
査
員
）

○
対
象　
中
学
生
以
上

○
会
場　
栃
木
県
立
美
術
館　
普
及

分
館

電
気
自
動
車
購
入
費
補
助
金
の

ご
案
内

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

お し ら せ
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第
78
回
栃
木
県
芸
術
祭
美
術
展
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

建
設
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集（
５
部
屋
）

住　宅 棟 階数 間取り家賃（円）

（駅東町4－24）
壬生駅まで徒歩約５分

下台団地

（壬生丁281）
国谷駅まで徒歩約７分

ひばりヶ丘団地

備　　考

　駐車場は１世帯に１台です。
　給湯器・浴槽・風呂釡・エア
コン・ガス台はありません。

　家賃はあくまで予定です。
　家賃算定の結果この範囲外
になる可能性もあります。

　家賃のほか共益費がかかり
ます。

　家賃の金額は、所得によっ
て決まります。

18,100～
27,000円

２階
３階４号棟 3Ｋ

（62.0㎡）

14,500～
21,700円４号棟 ２階 3Ｋ

（54.9㎡）

２号棟 12,800～
19,000円４階 3K

 (49.9㎡)

15,800～
23,600円２号棟 １階 3Ｋ

（54.9㎡）

あ
き
地
の
管
理
を
徹
底
し
ま
し

ょ
う 生

活
環
境
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

ま
つ 

の 

こ
う



お し ら せ

○
定
員　
15
名
（
要
事
前
申
込
、
先

着
順
）

○
参
加
費　
１
，
２
０
０
円

⑵
写
真
部
門

　
「
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
魅
力
!!　

デ

ジ
タ
ル
モ
ノ
ク
ロ
写
真
入
門
」

○
日
時　
10
月
26
日（
土
）午
前
10
時

〜
正
午

○
講
師　
千
代
田
路
子
（
写
真
家
、

県
芸
術
祭
審
査
員
）

○
対
象　
ど
な
た
で
も

○
会
場　
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
第
３
ギ
ャ
ラ
リ
ー

○
参
加
費　
無
料

⑶
書
道
部
門

　「
漢
字
の
分
解
か
ら
学
ぶ
書
法
」

○
日
時　
10
月
27
日（
日
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

○
講
師　
倉
持
玄
風
（
県
芸
術
祭
審

査
員
、
読
売
書
法
会
理
事
審
査
員
）

○
対
象　
高
校
生
以
上
（
要
事
前
申

込
、
先
着
順
）

○
会
場　
栃
木
県
立
美
術
館　
普
及

分
館

○
定
員　
40
名
（
要
事
前
申
込
、
先

着
順
）

○
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

⑷
日
本
画
部
門

　
①
「
は
じ
め
て
の
日
本
画
講
座
４

〜
膠
に
つ
い
て
〜
」
②
「
「
鳥
獣
戯

画
」
模
写
」

○
日
時　
11
月
２
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時

○
講
師　
①
阿
良
山
早
苗
（
県
芸
術

祭
専
門
委
員･

審
査
員
、
日
本
美
術

院 

院
友
）

②
中
村
晃
子
（
日
本
美
術
院　
院
友
）

○
対
象　
中
学
生
以
上

○
会
場　
栃
木
県
立
美
術
館　
普
及

分
館

○
定
員　
①
15
名　
②
15
名
（
①
②

と
も
に
要
事
前
申
込
、
先
着
順
）

○
参
加
費　
①
②
と
も
に
１
，
０
０

０
円

◎
問
合
せ　
〒
３
２
０
ー
８
５
３
０

　
宇
都
宮
市
本
町
１
ー
８　
栃
木
県

文
化
協
会
事
務
局　

☎
０
２
８（
６

４
３
）５
２
８
８

　
放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
幅
広
い
世
代
の
約
８
万
５
千
人
の

学
生
が
、
大
学
卒
業
や
学
び
の
楽
し

み
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

３
０
０
以
上
の
授
業
科
目
が
あ
り
、

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
出

願
期
間
は
、
第
１
回
は
８
月
31
日
ま

で
、
第
２
回
は
９
月
10
日
ま
で
で
す
。

◎
資
料
請
求
先
・
問
合
せ　
放
送
大

学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー　
☎
０
２
８

（
６
３
２
）
０
５
７
２
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放
送
大
学
　
入
学
生
募
集
の
お

知
ら
せ

対象：壬生町内の小学生
作品：テーマは自由！
　　　Ｂ４サイズ以下
　　　50ページ以内

作品募集期間

８月17日（土）　９月16日（月・祝）

第
７
回 

壬
生
町

﹁
図
書
館
を
使
�
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
�
ル
﹂

地
域
コ
ン
ク
�
ル

第
７
回 

壬
生
町

﹁
図
書
館
を
使
�
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
�
ル
﹂

地
域
コ
ン
ク
�
ル

問合せ　壬生町立図書館
〒321-0225 壬生町本丸1-8-33
0282-82-8543

図書館キャラクター ミブラ
主催 壬生町立図書館
　　（指定管理者 株式会社図書館流通センター）
共催 壬生町教育委員会
後援 壬生町・公益財団法人図書館振興財団

問合せ　壬生町立図書館
〒321-0225 壬生町本丸1-8-33
0282-82-8543

主催 壬生町立図書館
　　（指定管理者 株式会社図書館流通センター）
共催 壬生町教育委員会
後援 壬生町・公益財団法人図書館振興財団

応募してくれた人には
参加賞があるよ！

身近な疑問や興味があることを、
図書館を使って調べ、まとめた
作品を募集します

図書館を使った
調べる学習コンクール

ち　
よ　
だ 

み
ち
こ

な
か
む
ら
あ
き
こ

く
ら
も
ち
げ
ん
ぷ
う

あ   

ら 

や
ま 

さ
な
え



　出産おめでとうございます！　赤ちゃんの初めてのおで
かけに子育て支援センターひよこに来てみませんか？保健
師による講話と赤ちゃんとの触れ合い遊び、体操などみん
なで楽しく遊びましょう！赤ちゃんの気になる体重測定や
ちょっとした不安や悩みの相談もできます。育児の情報交
換や子育ての仲間づくりに【ひよこデビュー】してみませ
んか？
○日　時　７月30日（火）午前10時～11時15分
○場　所　保健福祉センター２階
○内　容　保健師による健康講話・赤ちゃんとママの体操
　　　　親子触れ合い遊び・情報交換等
○対　象　初めてひよこを利用する生後２か月～５カ月く
　　　　らいの赤ちゃんと保護者　
○募集人数　８組程度　
○申　込　７月１日（月）～電話で申し込み（定員になり次
　　　　第締切）
○持ち物　バスタオル・タオル・お気に入りのおもちゃ
　　　　　水分補給用飲み物（ミルク等）

　食事を通して噛むことの大切さや嚥下の仕組み、あごの
発達について、乳幼児期の口に関するお話です。お子さん
と一緒に参加してみませんか？
○日　時　８月８日（木）午前10時～11時
○場　所　保健福祉センター２階
○講　師　歯科衛生士　横井希光子氏
○対　象　４カ月～１歳くらいの乳児とその保護者及び妊
　　　　婦の方（町内在住）
○募集人数　８組程度
○参加費　無料
○申　込　７月４日（木）～電話で申し込み（定員になり次
　　　　第締切）　
○持ち物　ハンカチ・バスタオル（ねんね期の赤ちゃん）
　　　　お気に入りのおもちゃ・水分補給用飲み物（ミル
　　　　ク等）・ウエットティッシュ・ゴミ袋等

◎問合せ　子育て支援センターひよこ
　　　　　☎（82）3309（午前９時～午後４時30分）

『ようこそひよこへ』参加者募集

「お口の発達と上手な食べさせ方」
講習会参加者募集

よこ  い　き　み　こ

子育て支援センター
からのおしらせひよこひよこ

　ハイハイができるようになったり、つかまり立ちが大好
きで…歩けるのが嬉しくて目が離せない時期のお子さんが
いる保護者の方へ。イヤイヤ期のこと、不足しがちな栄養
の取り方など、これからの育児に役立つ情報を聞いてみま
せんか？また、同じ年齢のお子さんを持つ保護者同士で交
流したり、親子でのふれあい遊びなどで楽しい時間を過ご
しましょう。
○日　時　７月30日（火）午前10時～11時30分
○場　所　子育て支援センターつばめ　
○講　師　江崎グリコ株式会社　管理栄養士・子育てアド
　　　　バイザー　福島さやか氏
○対　象　生後10か月程度～１歳６か月程度の乳児と保護
　　　　者
○定　員　10組程度
○参加費　無料
○申　込　７月１日（月）～右記申込フォーム
　　　　より
○持ち物　水分補給用飲み物

　パパとお子さんで楽しく触れあいながら体を動かしてみ
ませんか？
　パパの体力づくり、健康維持のためにもおすすめです。
一緒に共有する親子の幸せ時間を過ごしましょう！
　この日はパパに任せて、ママはゆっくりするのもいいで
すね。
○日　時　８月３日（土）
　　　　　①午前９時30分～10時20分　　
　　　　　（１歳程度～あんよができるお子さん）
　　　　　②午前10時30分～11時20分　　
　　　　　（生後６か月程度～１歳程度のあんよがまだの
　　　　　お子さん）
○場　所　保健福祉センター２階　
○講　師　ＯＫＪエアロビックファミリー認定インストラ
　　　　クター　大橋光子氏
○対　象　町内在住未就園児親子
○定　員　①②各10組程度
○参加費　無料
○申　込　７月１日（月）～右記申込フォーム
　　　　より
○持ち物　　水分補給用飲み物・汗ふきタオル
　　　　　　※動きやすい服装でお越しください

◎問合せ　子育て支援センターつばめ　
　　　　　☎（86）0132（午前９時～午後４時30分）

ふくしま

子育て支援センター
からのおしらせつばめつばめ

29

「１歳からのハッピーな子育て」
参加者募集のお知らせ

「父と子のフィットネス」
参加者募集のお知らせ

おおはしみつ こ



○日　時　８月８日（木）①午前10時～午前11時
　　　　　　　　　　　②午前11時～正午
○講　師　鯉沼博氏
○対　象　小学生（①・②各定員８名）
○参加費　500円　
○持ち物　室内履き・水筒・ハンカチ・筆記用具（鉛筆、
　　　　消しゴム、色鉛筆等）

○日　時　８月21日（水）午前10時～正午
○講　師　鱒渕真希子氏
○対　象　小学生（定員12名）
○参加費　500円　
○持ち物　室内履き・水筒・ハンカチ

○日　時　８月23日（金）午前10時～正午
○講　師　佐藤有紗氏
○対　象　小学生および小学生親子（定員10名）
○参加費　200円　
○持ち物　室内履き・水筒・ハンカチ

○日　時　７月30日（火）午前10時～正午
○講　師　加藤千代氏（染色家）
○対　象　小学生（定員８名）
○参加費　100円　
○持ち物　課題の規定サイズの画用紙・絵具・鉛筆・
　　　　雑巾１枚・室内履き・水筒・ハンカチ

○日　時　８月２日（金）午前10時～正午
○講　師　今井美砂子氏　
○対　象　小学生および小学生親子（定員12名）
○参加費　500円　
○持ち物　室内履き・水筒・ハンカチ

○日　時　８月６日（火）午前10時～正午
○講　師　関東電気保安協会職員
○対　象　小学生15名
○参加費　100円
○持ち物　夏野菜1個・室内履き・水筒・ハンカチ

ますぶち  ま　き　こ
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　児童館をはじめて利用する親子を応援します。
○日　時　7月10日（水）午前10時～11時
○内　容　利用案内・読み聞かせ・クラフトタイム・自
　　　　由遊び
○対　象　はじめて児童館を利用する親子
○申　込　前日までに電話で申込み

はじめての児童館

【絵画教室】

マミータイム【グラスデコキーホルダー】

児童館からのお知らせ

か とう ち  よ

【作って遊ぼうサイエンス教室】
～アニメーションを楽しんでみよう～

こいぬまひろし

いま い  み　さ　こ

～当日までに下描きをしてきてください～

【省エネ電気教室】
～電気についてのお話と野菜電池をつくろう～

【押し花教室】
～押し花の万華鏡づくり～

【勾玉づくり教室】
～石を削って磨いて古代の首飾りを作ってみよう～

【木工教室】
～木工で遊びながら創造性を養おう～

児童館からのお知らせ児童館からのお知らせ

　小物づくりをきっかけに子育て・マ
マ友づくりを応援します。
○日　時　7月12日（金）
　　　　　午前９時45分～10時45分　４組
　　　　　午前10時45分～11時45分　４組
○内　容　クラフトタイム・読み聞かせ・自由遊び
○対　象　未就園児親子８組
○申　込　前日までに電話で申込み

さ とうあり  さ

夏休み小学生対象教室のお知らせ

《共通事項》
○申　　込　７月８日（月）～
　　　　　　※２年生～６年生は子どものみで参加できますが、１年生は保護者同伴での参加となります
○申込方法　参加費を添えて午前９時30分～午後６時の間に直接児童館までお越しください。定員にな
　　　　　り次第締め切ります。
○場　　所　町児童館
◎問 合 せ　こども未来課児童館　☎（82）7388



（０･１･２才向け）
　７月18日（木）・８月15日（木）午前10時～10時30分
《共通事項》
○場　所　町立図書館２階　児童室

図書館からのおしらせ図書館からのおしらせ

○移動図書館（BM）８月の日程

　図書館では、スタッフ・ボランティアによる子ども
向けの読み聞かせを開催しています。

※８月の巡回は小学校が夏季休業中のため、上記以
外は休止です。

おはなし会７・８月の日程

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

午後２時～４時23日（金）

おはなしひろば

親子おはなし会

　７月６日（土）・13日（土）・20日（土）・27日（土）
　８月３日（土）・10日（土）・24日（土）・31日（土）
　午前10時～10時30分
※８月17日（土）は「夏のおはなし会」を午前10時から
開催します

　遠くまで飛ぶ、かっこいい「ゴム鉄砲」を作ろう！
○日　時　８月４日（日）午後２時 ～ ４時
○場　所　町立図書館２階　会議室
○講　師　桐林和行氏（きりちゃん工房）
○対　象　小学生まで　※必ず保護者同伴
○定　員　親子７組（先着順）
○参加費　無料
○申　込　７月21日（日）午前９時より、図書館カウン
　　　　ターにて申込。電話での受付は正午より可
○持ち物　乳酸菌飲料の容器 ２個

　

○日　時　７月20日（土）午後２時～３時
○場　所　城址公園ホール　研修室
○対　象　町内の小学生・保護者、学校関係者
○定　員　20人（先着順）※お子さんのみの参加も可
　　　　　ただし、小学３年生以下は必ず保護者同伴
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具
○申　込　７月６日（土）午前９時より、図書館カウン
　　　　ターにて申込。電話での受付は正午より可

　「図書館のことをもっと知りたい！」という小学生
の皆さん、「一日司書」になって一緒に図書館の仕事
を体験してみませんか。
○日　時　８月１日（木）・８月２日（金）
　　　　　午後１時～４時
○場　所　町立図書館
○内　容　カウンターで本の貸出・返却、本のカバー
　　　　貼り、おすすめ本の紹介など
○対　象　町内の小学４年生～６年生
○定　員　各日４名まで（先着順）
　　　　※動きやすい服装（スカート類・ワンピース
　　　　・サンダル不可）
○参加費　無料
○申　込　７月14日（日）午前９時より、図書館カウン
　　　　ターにて申込。電話での受付は正午より可
○持ち物　カバー貼り用の本１冊、筆記用具、飲み物

夏休み工作教室
「親子で作ろう！ゴム鉄砲」

夏休み「一日こども司書体験」

きりばやしかずゆき
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○日　時　７月28日（日）午後２時 ～４時
○場　所　町立図書館２階　会議室　　 
○朗　読　図書館読書ボランティア「おはなしアライ
　　　　グマ」
○定　員　25名（先着順）　　　
○申　込　７月13日（土）午前９時より、図書館カウン
　　　　ターまたは電話にてお申し込みください。

みんなのための朗読会
「子どもも大人も一緒に聴く平和の話」

稲葉小学校

壬生東小学校

壬生北小学校

安塚小学校

睦小学校

藤井小学校

羽生田小学校

午後１時～２時

午後１時～３時

午後１時～２時

午後１時～３時

午後１時～３時

午後１時～２時

午後１時～２時

4日（木）

5日（金）

9日（火）

10日（水）

11日（木）

12日（金）

18日（木）

○移動図書館（BM）７月の日程

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

午後２時～４時26日（金）
初めて調べる学習コンクールに参加する方を
対象とした「調べる学習教室」を開催します。

◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543
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各　　種　　相　　談各　　種　　相　　談

お し ら せ

人権･行政相談心配ごと特別相談（弁護士相談）

（福）壬生町社会福祉協議会　☎（82）7899

その他

対　象

申込日

申込方法

相談員

場　所

日　時

※相談無料
国が設立した法律相談機関『法テラス栃木』
もご利用ください。　☎050（078）374

町内在住　各回５名
同一の内容の相談は一回限り

弁護士

電話予約受付（先着順）

７月８日（月）
午前８時30分～

８月５日（月）
午前８時30分～

７月11日（木）
午前10時～正午

８月８日（木）
午前10時～正午

申込み
問合せ

町健康保健福祉センター２階　録音室

その他

相談内容

場　所

日　時

役場103会議室

７月18日（木）午後１時30分～３時30分

相談無料・秘密厳守 お気軽にご相談ください。
予約は必要ありませんが、事前予約を推奨します。

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

「人権相談」ひとりで悩んでいませんか？
毎日の生活の中で、差別、いじめ、職場での
嫌がらせ、虐待、DVなどで思い悩むことが
ある場合。人権擁護委員に人権相談をするこ
とができます。
「行政相談」医療保険、年金、道路等、行政
についての苦情、要望等がある場合、行政相
談委員に相談をすることができます。

療育手帳をお持ちの方へ（18歳以上）
～巡回相談（動く知更相）について～

申 込 み
問 合 せ

場 　 所

相談内容

日 　 時

栃木市保健福祉センター
（栃木市今泉町２－１－40）

予約方法

必要なもの

９月３日（火） 

健康福祉課障がい福祉係
☎（81）1829　FAX（81）1121

 栃木県障害者総合相談所へ来所が困難な方
（在宅生活者）の利便性を考え、栃木市役所ま
たは栃木市保健福祉センターにて、療育手帳
の再判定のほか、処遇相談、生活相談等につ
いて上記日程のとおり実施しています。

①療育手帳（身体障害者手帳、精神保健福祉
手帳もお持ちの場合は、持参願います。）
②生活状況調書（町公式ウェブサイトでダウ
ンロードできます）

希望の方は「予約制」となりますので、希望
開催日の約１ヵ月半前までに、健康福祉課障
がい福祉係にお申込みください。

身近なことで困っていることは
ありませんか？
人権相談所を開設します

問合せ

場　所

内　容

日　時

役場103会議室

対　象

申　込

８月６日（火）午前10時～正午

生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

　法務大臣から委嘱を受けた人権擁護委員に
よる「特設人権相談所」を開設します。
相談内容は秘密が守られ、相談料は無料で
す。皆さんの毎日の生活の中で、「これは人
権問題ではないだろうか？」と感じたり、
「どこに相談すればいいのだろう？」と思い
悩むことがあれば、お気軽にご相談くださ
い。人権擁護委員が皆さんとともに問題解決
のための方法を考えます。

予約は必要ありませんが、事前予約を推奨し
ます。

町内在住者

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～

安心と安全の保証付車検を提供する まごころサービス
関東陸運局指定民間車検場　鈴木自動車販売

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798
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各　　種　　相　　談各　　種　　相　　談

お し ら せ

相続、遺言、農地転用、開発行為等の手続き

行政書士相談

相談内容

日　時

役場103会議室

申込方法
電話予約受付（先着順）

対　象 町内在住者

場　所

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

相談員 行政書士

相続全般ほか「相続登記義務化」、おひとり様
や認知症に備えた生前対策、ほか法律相談

司法書士相談

相談内容

日　時

役場103会議室

申込方法
電話予約受付（先着順）

対　象 町内在住者

場　所

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

相談員 司法書士

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
し
ら
せ

　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
自
宅
に
「
何
か

困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
訪
問

し
て
来
て
、
石
油
給
湯
器
が
古
い
と
い
う

理
由
で
高
額
な
交
換
工
事
の
契
約
を
持
ち

掛
け
、
仮
契
約
だ
か
ら
と
安
心
さ
せ
工
事

日
を
決
め
て
強
引
に
遂
行
し
よ
う
と
す
る

ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

訪
問
販
売
に
よ
る
給
湯
器
の
点
検

商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

〇
電
話
や
訪
問
で
点
検
を
持
ち
掛
け
る
業

者
に
は
安
易
に
点
検
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

〇
点
検
を
断
り
た
い
場
合
は
ド
ア
を
開
け

ず
に
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
越
し
に
断
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
そ
の
場
で
は
契
約
せ
ず
、
十
分
に
比
較

・
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

〇
訪
問
販
売
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
よ

る
契
約
解
除
が
可
能
で
す
。

〇
不
安
に
思
っ
た
場
合
や
ト
ラ
ブ
ル
に
な

っ
た
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
合
せ
　
壬
生
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎（
82
）１
１
０
６

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

７月17日（水）
午後２時～午後４時

７月24日（水）
午後２時～午後４時

８月21日（水）
午後２時～午後４時

８月28日（水）
午後２時～午後４時

７月１日（月）
午前８時30分～

７月１日（月）
午前８時30分～

８月１日（木）
午前８時30分～

８月１日（木）
午前８時30分～

１回の相談時間は30分です。 １回の相談時間は30分です。

消費生活相談一人で悩まず
ご相談ください

対　象
相談員

日　時

消費生活相談員

月～金曜日
（土・日曜日、祝日および年末年始を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時 

町内在住者
申込み
問合せ 壬生町消費生活センター　☎（82）1106

場　所 消費生活センター（役場新庁舎）



壬生町防災行政無線システムについて

総務課消防防災係　☎（81）1808壬生町防災行政無線に関するお問合せは

　役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携
帯電話やパソコンなどにメールで配信します。
　事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録
方法は、携帯電話・パソコンなどから右記２次元コードや
下記ＵＲＬへアクセスしてください。
・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

・２次元コード

防災メールの配信放送内容の確認（電話応答装置）

☎0282（82）9000

　「放送されていることに途中で気付いた」
「風が強くて放送内容がよく聞こえなかった」
という場合は、次の番号に電話すると放送内容
を聞くことができます。
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　心に不安がある方や悩み、ストレスがある方に対してLINEを使用した相談を
行っています。

午後１時～11時まで（土日祝日含む）
本相談は「LINEアプリ」を使用します。 
２次元コードを読み取るか、URLを入力して、登録してください。 
URLはこちら→https://l in.ee/mEQ70Cr

相談時間
相談方法

こころの相談@とちぎこころの相談@とちぎ

日　　時

相談内容
相談番号

毎日　　 　午後４時～９時
毎月10日　午前８時 ～ 翌日11日
　　　　　 午前８時の24時間

日　　時

相談内容

平日　午後５時 ～ 翌朝８時30分
土日・祝日・年末年始（12/29～1/3）
24時間
緊急に必要な精神医療相談自殺予防相談

いのちの電話 救急医療相談電話

☎0570（666）990

いのちの電話 救急医療相談電話いのちの電話 救急医療相談電話精神科自殺予防 精神科自殺予防

相談番号☎0120（783）556

平日（月～土曜日）

休日（日曜日・祝日・年末年始）

◆栃木地区急患センター　栃木市境町27-15　☎（22）8699

診療日時

午後７時～10時　内科のみ

内　科　午前９時～午後９時
外　科　午前９時～午後５時
小児科　午後６時～９時

※発熱やせき・息切れ、強いだるさ（倦怠感）などの症状がある場合は、直接受診する前に医療機関に電話相
談し、指示を受けてください

※受付は、診療時間終了30分前までに済ませてください

◆『とちまる救急安心電話相談』
　急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。

月曜日～金曜日　午後４時～翌朝 午前10時
土・日・祝休日　24時間
☎028(623)3344　プッシュ回線＃7119

月曜日～金曜日　午後４時～翌朝 午前10時
土・日・祝休日　24時間
☎028(623)3511　プッシュ回線＃8000

７月７日

７月14日

７月15日

７月21日

７月28日

８月４日

寿町５－３

安塚793－１

駅東町５－６

大師町38－４

中央町６－37

中央町３－21

（25）5881

（86）8039

（21）7300

（81）0001

（82）2002

（82）0141

高 橋 と お る ク リ ニ ッ ク

小 林 内 科 ク リ ニ ッ ク

は し も と ク リ ニ ッ ク

あ か り こ ど も ク リ ニ ッ ク

松 本 内 科 医 院

前 原 医 院

◆壬生町在宅当番医　午前９時～午後５時

内科・外科

内科

内科

小児科

内科

内科

（日）

（日）

（月）

（日）

（日）

（日）

通話料
無料

大人について子どもについて

電話番号住　　所診療科目病　　院　　名日　付

※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください。



７月

８月
1

5
6
7
8
9
10

3

12
13
14
15

16
17

19

22
23
24

20

26

水

木

27

4

21

2

18

25

11

火

28
29

31

金

30

こども（行事名） おとな（行事名）日 曜

おっぱい相談（10：00～保健福祉センター）

チャピー合同（9：00～子育て支援センターつばめ）
児童館まつり（9：30～児童館）

ようこそひよこへ（10：00～保健福祉センター）
小学生絵画教室（10：00～児童館）

小学生サイエンス教室（10：00～児童館）
お口の発達と上手な食べさせ方（10：00～保健福祉センター） 

小学生押し花教室（10：00～児童館）

４か月児健診（13：00～保健福祉センター）

地域子育て支援活動（10：00～おもちゃのまちゆうゆ館）

成長記録会（ベビーチャピー）（9：30～保健福祉センター） 

成長記録会（チャピー）（9：30～保健福祉センター）
離乳食教室（10：00～保健福祉センター）

父と子のフィットネス（9：30～保健福祉センター）

３歳児健診（12：50～保健福祉センター）

10か月児健診（13：00～保健福祉センター） 

おっぱい相談（10：00～保健福祉センター） 
地域子育て支援活動（10：00～おもちゃのまちゆうゆ館）

１歳６か月児健診（12：50～保健福祉センター）
小学生省エネ電気教室（10：00～児童館）

集団健診（７：30～南犬飼地区公民館分館）
窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども未来課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども
未来課・健康福祉課）

シルバー人材センター刃物研ぎ  （9：00～南犬飼地区公民館分館） 
司法書士相談（14：00～103会議室）

ママと赤ちゃんの相談室（10：00～保健福祉センター） 

集団健診（７：30～城址公園ホール（中央公民館））おしゃべりカフェ（10：00～保健福祉センター）

集団健診（7：30～南犬飼地区公民館分館）
窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども未来課・健康福祉課）

令和６年度「社会を明るくする運動」in みぶ（13：00～城址公園ホール）

土

水

木

月

火

日

金

土

土

金

木

日

月

水

火

月

日

土

金

木

水

火

月

日

木

水

火

行政書士相談（14：00～103会議室）

人権単独相談（10：00～103会議室）

６,７月分上下水道料金納期限（納付書）

シルバー人材センター入会説明会（13：30～壬生町シルバーワークプ
ラザ研修室）

集団健診（７：30～城址公園ホール（中央公民館））
シルバー人材センター刃物研ぎ（９：00～シルバーワークプラザ役場庁舎西）

毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります。（詳細は県ＨＰ参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課（☎81ー1873）

毎月第３日曜日は
ふれあい育む
　　　　家庭の日

７月16日～８月15日 イベントの開催状況については、町の公式ウェブサイトを
確認するか、各担当課にお問合せください。

７月の
納税等

●固定資産税
●国民健康保険税
●介護保険料
●後期高齢者医療保険料

……………………………（２期）
…………（１期および全期）

………………（１期および全期）
…（１期および全期）

　　　　　　　　　　  納期限　７月31日（水）
35
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発行人／壬生町役場  〒321-0292 栃木県下都賀郡壬生町大字壬生甲3841-1　編集／総務部総合政策課情報デジタル係
　　　　電話0282-81-1814　FAX0282-28-6718　壬生町公式ウェブサイト https://www.town.mibu.tochigi . jp

【まちのうごき】●総人口 38,215人（-66）　男 18,942人（-20）　女 19,273人（-46）　●総世帯 16,635（-3） （　）内は前月比　令和６年５月末現在

 ん の 場み な 広

わが家の
アイドル
わが家の
アイドル
わが家の
アイドル

次回は９月生まれのアイドルを募集します。 ７月17日（水）締切り

【必要事項】

【申込方法】

【申 込 先】

【備　　考】

　氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている場合はそれぞれ分か
るように明記してください）、保護者名、生年月日、住所、電話番号
　町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル入力フォーム
https://www.town.mibu.tochigi.jp/docs/2014122100034/
から申込みができます
役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、
子育て支援センターでも受付けています。
壬生町総務部総合政策課情報デジタル係
〒321-0292　壬生町大字壬生甲3841-１
メール　sougo@town.mibu.tochigi.jp
・壬生町在住の９歳以下（一緒に写っているお子さん含む）
に限ります。
・複数の写真を１枚にする、ぼかす、エフェクトを加えるなどの加工はしないでください。
・一度掲載した写真は原則掲載できません。
・写真は掲載後、原則お返しできません。
・町子育てサイトのトップページにもお写真のみ掲載します。

くりはら  こう  た

栗原 昂汰くん
（H27.7.23生）

い が ら し  あや  と

五十嵐 彩人くん
（R3.7.20生）

あお き    こう た ろう

青木 孝汰郎くん
（R2.7.3生）

と さき  がい

戸崎 魁くん
（R3.7.14生）

やまかわ てっしん

山川 哲慎くん
（R5.7.29生）

くろざき うみ  や

黒﨑 海也くん
（R3.7.8生）

え　ま

笑茉ちゃん
（R3.10.27生）

なかざと あおい

中里 葵くん
（R3.7.9生）

か とう   かなた

加藤 夏向くん
（R1.7.5生）

て  づか   な　な　は

手塚 凪々羽ちゃん
（R5.7.2生）

やまぐち    せ　な

山口 世夏ちゃん
（R2.7.3生）

あんじょう ひ ま り

安生 向葵ちゃん
（R3.7.6生）

ほっ た   はる

堀田 晴くん
（R2.10.17生）

かわしま  みつ  き

川嶋 光姫ちゃん
（H30.7.10生）

けいしん

啓心くん（H27.4.3生）
あい の

愛乃ちゃん（R5.6.27生）

すず  き   ゆうせい

鈴木 悠世くん
（H29.7.11生）

ゆず き

柚貴くん
（R3.12.16生）

いいもり おと  は

飯森 音葉ちゃん
（R5.7.7生） すず き   みな  と

鈴木 湊斗くん
（R3.7.2生）

あんじょう ひなた

安生 陽向くん
（H29.8.23生）

　昨年に引き続き、４月15日（月）に株式会社アクトリー様より「企業
版ふるさと納税」として１千万円の寄附をいただきました。
　株式会社アクトリー様は、創業時から環境問題に取り組み続け、常
に未来を見据え大きく成長されてきた企業です。現在、藤井地内に
「Ｒ＆Ｄセンター」を運営しており、製造業・自動車産業等から排出
される鉱物性廃油の回収・再生やごみ焼却の際に発生する熱による発
電など環境問題の改善に寄与しています。
　昨年度いただいた寄附金は、子どもたちがよりよい未来を築いてい
くための事業に役立てたいと考え、「ゆうがおEnglishイノベーショ
ンスクール事業」に活用させていただきました。本事業は、中学生を
対象に週１回のネイティブイングリッシュ講師とのオンライン英会話

を実施し、グローバルな視点と高い
英語力が求められるこれからの国際
社会を生き抜くため、英語力向上を
図る事業です。今年度においても引
き続き英語力向上につながる事業へ
活用し、グローバルに活躍できる人
材の育成を進めていきたいと考えて
います。

　４月15日（月）に宇都宮電子株式
会社様より「企業版ふるさと納税」
として寄附をいただきました。
　寄附金は、「災害対策事業」へ
と活用してまいります。

　４月２日（火）に栃木アンカー工
業株式会社様より昨年に引き続き
「企業版ふるさと納税」として寄附
をいただきました。
　寄附金は、壬生町で安心して元
気に暮らす事業の一つである「壬生
町コミュニティバス・デマンドタク
シー運行事業」へと活用してまいり
ます。

昨年度実施したゆうがおEnglishイ
ノベーションスクール事業の様子

※企業版ふるさと納税とは、企業が自治体に寄附を
行うことで税負担が軽減される制度です

二次元コードを読み込むと寄附企業のHPにアクセス
できます。

株式会社アクトリー

宇都宮電子株式会社

栃木アンカー株式会社

による企業版ふるさと納税 寄附 をいただきました
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